
夏の
思い出

またひ
とつ

 2017年8月1日  現在

（＋110）

� （＋54）

� （＋56）

� （＋72）

人口 75,891人

男
女

世帯数

36,638人

39,253人

29,419世帯

（うち外国人 516人）

Turn to Page 18 for the CIR column "Ko'u mana'o ulu wale" in English.
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※掲載している施設やイベントで、車イスの利用を希望される方は、各主催者などに問い合わせてください。

天下一の茶人 古田織部特集
皆さんの協力で、
赤字を減らしましょう！
子や孫の未来につなぐ
福祉と暮らし

…

…
…
…

2

4
5
7

市役所開庁時間
月〜金曜日（祝日・年末年始を除く。）　午前8時30分〜午後5時15分
市役所への問合せ・申込みなどは、原則、開庁時間内にお願いします。

略字の見方
時＝日時、期日　所＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　出＝出演　
対＝対象、資格　定＝定員、募集人数　¥＝料金、参加費（税込）　持＝持ち物　
申＝申込み　問＝問合せ　主＝主催　共＝共催・協力　後＝後援　他＝その他
着先 …申込み先着順　 選抽 …申込み多数の場合抽選

注）対どなたでも、定特になし、¥無料、申不要（直接会場へ）の場合は記載なし
市ホームページ URL http://www.city.kizugawa.lg.jp/

健康
環境
まちの話題
ホール・イベント
情報ラインナップ
ごみ収集日

…
…
…
…
…
…
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13
17
19
29
34

ええやん!
きづがわ

（木津川市 公式
Facebook）

インターネット
放送局

（木津川市 公式
youtube）

木津川市
ホームページ

8月6日、当尾の郷会館で当尾の郷まつ
りが開催され、訪れた人は、フリーマー
ケットや工作教室、流しそうめんなどを
楽しみました。
当尾の郷まつりは地域の活性化を目的
に、毎月第1日曜日に開催されています。
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～
将
軍
茶
道
指
南
と
し
て
全
国
の
大
名
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
大
名
古
田
織
部
を
知
る
～

お
茶
の
京
都
特
別
企
画 

天
下
一
の
茶
人 

古ふ
る

田た

織お
り

部べ

※『へうげもの』は「ひょうげもの」と発音します。

©山田芳裕／講談社

©山田芳裕／講談社

©山田芳裕／講談社

©山田芳裕／講談社

皆
さ
ん
は
、古
田
織
部（
本
名
：
重し

げ
な
り然

）

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

古
田
織
部
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て

も
、「
織
部
焼
」は
知
っ
て
い
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

織
部
焼
は
、古
田
織
部
指
導
の
も
と
、

彼
好
み
の
斬
新
か
つ
奇
抜
な
ス
タ
イ

ル
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、そ
の
古
田
織
部
が
ど
の
よ

う
に
木
津
川
市
と
関
わ
っ
て
い
る
の

か
探
っ
て
み
よ
う
。

戦
国
三
英
傑
に
仕
え
た
武
人

美
濃
の
国（
岐
阜
県
）に
生
ま
れ
た
織
部（
幼

名
：
左さ

介す
け

）は
、織
田
信
長
の
茶
の
湯
衆
で
あ

っ
た
父
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、使
番
と
し
て

信
長
に
仕
え
た
。妻
の
せ
ん（
中
川
清
秀
の

妹
）も
信
長
の
仲
介
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、信

長
と
の
関
係
は
深
か
っ
た
よ
う
だ
。本
能
寺

の
変
に
よ
り
信
長
没
後
は
、羽
柴
秀
吉
に
つ

き
、数
々
の
戦
で
活
躍
。関
白
豊
臣
秀
吉
が
誕

生
す
る
と
、そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、大
名
と

な
っ
た
。秀
吉
没
後
は
、徳
川
家
康
に
従
い
、

そ
の
子
秀
忠
の
茶
の
指
南
役
を
頼
ま
れ
る

ほ
ど
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。

千
利
休
の
弟
子

わ
び
茶
を
確
立
し
た「
千
利
休
」。

織
部
は
、利
休
と
も
深
く
関
わ
り
が
あ
り
、

千
利
休
門
下
の
茶
の
湯
上
手「
利
休
七
哲
」

の
一
人
と
し
て
、細
川
忠
興
ら
と
名
を
連

ね
て
い
る
。利
休
か
ら
教
わ
っ
た「
人
と
は

違
う
こ
と
」を
追
求
し
、大
胆
か
つ
奇
抜
な

発
想
を
も
っ
て
、茶
道
具
・
懐
石
具
を
作
ら

せ
、「
織
部
好
み
」と
呼
ば
れ
る
一
大
流
行

を
生
み
出
し
た
。利
休
が
秀
吉
の
怒
り
を

か
っ
て
蟄ち

っ

居き
ょ

を
命
じ
ら
れ
た
際
に
は
、秀

吉
の
怒
り
を
か
う
こ
と
を
恐
れ
た
武
人
た

ち
と
は
違
い
、織
部
は
、細
川
忠
興
と
と
も

に
利
休
を
淀
の
渡
し
で
見
送
っ
た
と
い

う
。（
忠
興
家
老
松
井
康
之
宛
書
状
）

2017年、木津川市は「お茶の京都博」の舞台に

11月3日「へうげもの茶宴inみかのはら」開宴！
■所恭仁宮跡
■問観光商工課
　☎75-1216

11月3日開催のお茶の京都博木津川市エリアイベント。イベントでは、お茶の振る舞いはもちろんのこと、漫画『へう
げもの』（山田芳裕・講談社「モーニング」で連載中）パネル展、お茶猫キャッツ音楽祭のほか、子どもが楽しめるお茶の
ワークショップエリアを予定しています。さまざまなことが楽しめるお茶のテーマパークを1日限りで開催！

木
津
川
市
の
お
殿
様

古
田
織
部
は
、木
津
川
市
の
瓶

み
か
の
は
ら原

地
域
の

領
主
で
あ
っ
た
！

関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康

は
、豊
臣
家
直
轄
領
等
を
徳
川
一
門
な
ど

の
所
領
に
編
入
す
る
と
い
う
大
規
模
な
戦 

後
処
理
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ん

も
ご
存
じ
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。こ
の
際
に
、

南
山
城
地
域
の
一
部
も
徳
川
の
所
領
と
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、慶
長
期
の
瓶
原

は
、織
部
が
領
主
で
あ
っ
た
と「
海
住
山
寺

古
書
」に
記
さ
れ
て
い
る
。
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漫
画『
へ
う
げ
も
の
』

山
田 

芳
裕 

氏

作
者

『
へ
う
げ
も
の
』展
・
き
づ
が
わ

かのう たかお　氏
（本人）

※イベント全体の企画に関しては、山田芳裕『へうげもの』 とは直接関係ありません。

お知らせ

10
月
24
日（
火
）～
31
日（
火
）  

市
役
所
１
階
「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」　
11
月
３
日（
金
・
祝
）  

瓶
原
公
民
館

開
催
日

古
田
織
部
を
主
人
公
と
し
た
歴
史
漫
画
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。

講
談
社
の「
モ
ー
ニ
ン
グ
」に
て
隔
週
連
載
中
の『
へ
う
げ

も
の
』は
、第
13
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ
部
門

最
優
秀
賞
、第
14
回
手
塚
治
虫
文
化
賞
漫
画
大
賞
を
受
賞
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
に
よ
り
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
る

な
ど
、漫
画
を
超
え
て
熱
い
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
ひ
ょ
う
き
ん
な
」「
ふ
ざ
け
る
」「
お
ど
け
る
」と
い
う
意
味

の「
へ
う
げ
る（
ひ
ょ
う
げ
る
）」。

激
し
い
戦
乱
の
世
に
、茶
の
湯
の
世
界
で
激
し
く
生
き
た

『
へ
う
げ
も
の
』・
古
田
織
部
の
生
涯
が
大
胆
か
つ
コ
ミ
カ

ル
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
ま
す
。

よ
み
が
え
る
古
田
織
部
の
茶
会
企
画
の
一
つ
と
し
て
、漫
画『
へ
う
げ
も
の
』の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
顔
は
め
パ
ネ
ル
、 

そ
し
て
、11
月
３
日
だ
け
特
別
に
山
田
先
生
の
生
原
画
も
展
示
し
ま
す
。『
へ
う
げ
も
の
』フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
必
見
で
す
！

新
潟
県
新
潟
市
出
身
。大
学
在
学
中
、講
談
社
主

催
の
漫
画
新
人
賞「
ち
ば
て
つ
や
賞
」一
般
部
門

に『
大
正
野
郎
』で
入
賞
。週
刊「
コ
ミ
ッ
ク
モ
ー

ニ
ン
グ
」（
現
・
モ
ー
ニ
ン
グ
）か
ら
デ
ビ
ュ
ー
。斬

新
な
視
点
、意
表
を
つ
く
題
材
、大
胆
な
構
図
に

よ
り
、各
界
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
熱
い
支
持
を
集
め

る
。武
将
茶
人
古
田
織
部
を
主
人
公
と
す
る『
へ

う
げ
も
の
』で
は
、「
日
本

人
」の
価
値
観
を
深
く
探
究

し
、焼
き
物
や
茶
の
湯
な
ど

の
伝
統
文
化
と
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
を
結
び
つ
け
た
。

©山田芳裕／講談社

『へうげもの』
キャラクター
©山田芳裕／講談社

宇治茶博＠文化
　１万人の大茶会などのイベントが開催され、
楽しみながら茶文化に触れることができます。
■時10月21日（土）・22日（日）　午前10時～午後5時
■所宇治市内（塔の島、橘島、黄檗山萬福寺ほか）

お茶の京都・食の祭典
　城陽市や山城各地のさまざまな食が集
結する、お茶と食の祭典です。
■時10月29日(日)　午前10時～午後4時
■所城陽五里五里の丘（城陽市富野）

■問お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付）
　☎075-414-4529

織
部
の
茶
会
in
み
か
の
は
ら

慶
長
11
年（
１
６
０
６
年
）12
月
11
日
に
、瓶

み
か
の
は
ら原

で
織
部
の
茶
会
が
開
か
れ
て
い
る
。現
存
す
る
最
古
の
茶
会
記
と
さ
れ
る

「
松
屋
会
記
」に

　
三
日
原（
瓶
原
の
こ
と
）へ
古
織
部
殿
御
越
ニ
付
参
ル
。タ
キ
火
ニ
テ
色
々
御
咄
振
舞
ア
リ

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、奈
良
市
で
漆
屋
を
営
ん
で
い
た
松
屋
の
当
主
・
久
好
が
瓶
原
に
滞
在
し
て
い
た
織
部
の
茶
席
に
招

か
れ
、お
茶
を
振
る
舞
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
ほ
か
、室
町
時
代
か
ら
瓶
原
を
地
盤
と
す
る
裕
福
な
土
豪
・
津
越
家
を
宿
所
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、こ
の「
松
屋

会
記
」に
記
さ
れ
て
お
り
、瓶
原
は
、茶
人
織
部
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

か
の
う
氏
造
形
モ
デ
ル
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が『
へ
う

げ
も
の
』16
巻
に
登
場
し

て
い
ま
す
。

『
へ
う
げ
も
の
』ミ
ニ
知
識
！

か
の
う 

た
か
お

　氏

監
修

京
都
の
陶
芸
家
の
家
に
生
ま
れ
、南
山
城
村
に
窯
を
持
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、木
津
川
市
の
こ
と
も
よ
く
ご
存
じ
で
あ
る
。

か
の
う
氏
は
、２
０
０
９
年
頃
か
ら
、漫
画『
へ
う
げ
も
の
』の

監
修
な
ど
を
務
め
、関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、作
者
の
京
都 

取
材
へ
の
同
行
な
ど
、作
品
に
多
大
な
貢
献
を
続
け
て
い
る
。

お茶の京都博　10月の EVENT

お茶の京都博 検索
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医療費の増加は、全国的に大きな問題なんだよ。
木津川市の国保でも、ここ数年、医療費が大幅に増えているので、
医療費の負担をみんなで支えることが難しくなっているんだ。
医療費を減らすには、健康でいることが大切なんだよ。

市にとっても、皆さんにとっても、健康は切実な願いなんだね。
市の国保では、相楽医師会・相楽薬剤師会に協力してもらって、皆
さんの健康づくりに取り組んでいるって聞いたよ。
国保加入者の皆さんは、市の健康づくり事業を活用するのも良い
かもしれないね。

そうだよ。市では、人間ドックや脳ドックの費用の助成、特定健康診査
の費用の助成、栄養教室や運動教室などをおこなっているんだ。

国保年金課　☎75‐1214

　７月号では、市の国保が厳しい財政状況にあることをお伝えしました。
今回は、皆さんに自分の健康に関心を持つことが、国保財政の健全化につながることをお伝えします。

医療費が増えていると言われているけど、国保にも影響するのかな？

皆さんの協力で、赤字を減らしましょう！

休日・夜間の受診は割増料金がか
かります。緊急性が高いか考えま
しょう。

このような心がけで、あなたの医療費も減らせます

60
50
40
30
20
10
0

40.440.4

（億円）（億円）

43.543.5 45.845.8 46.946.9 47.247.2 49.649.6

15.815.816.116.116.116.115.815.8 16.216.216.216.2

（平成）22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

医療費（保険給付額）
国保税収入額

市の医療費と国保税収入の推移

日頃から相談できるかかりつけ
医を持ち、総合病院などにかかる
ときは紹介状をもらいましょう。

※休日、夜間に受診するときは、病院・薬局に確認してください。

休日・夜間に子どもの急病で心
配なときは、小児救急電話相談
（#8000）を利用しましょう。

同じ病気で複数の医療機関を受診
したり、同じ検査を繰り返したり
すると、医療費の無駄になります。

ジェネリック医薬品を利用しま
しょう。

かかりつけ薬局を持ち、薬の飲み
合わせなどをチェックしてもら
いましょう。

ジェネリック

医薬品で！

時間外に受診する時は※ 子どもが急病のときは 薬をもらうときは

かかりつけ医を持ちましょう 受診は一つの病院で かかりつけ薬局を持ちましょう
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木津川市
として算
定した交
付税額

旧町ごと
に算定し、
合算した
交付税額

（差額）

⇒＜

合併算定替

木津川市 木津川市
段階的減額

-10％ -30％ -50％ -70％ -90％

（平成）19～27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度～

皆さんの暮らしを支えるために

これまでの取り組み

　合併以降、切れ目なく進めてきた行財政改革の基本
方針となる「第２次木津川市行財政改革大綱」が、平成
30年３月に終了します。
　この間、「行動計画（アクションプラン）」や「事業仕
分け」などの取組みにより、収入の確保や支出の節減
といった成果を生み出してきましたが、一方では、昨

年度から普通交付税合併算定替（加算措置）の段階的
減額が始まり、平成33年度から加算分がなくなってし
まいます。
　そこで、さらなる改革を進めるために、本年度中に

「第３次木津川市行財政改革大綱」の策定に向けて取
り組みます。

※会議記録などの関係資料は、市ホームページ又は財政課、加茂・山城支所でご覧になれます。

■問行財政改革推進室　☎75-1202　 gyokaku@city.kizugawa.lg.jp

子や孫の未来につなぐ 29年度

第３号

市への交付税は年々減っていくため、まだまだ行財政改革が必要です！
そこで、第３次木津川市行財政改革大綱を策定し、収支バランスをとります。

合併後の一定期間に限り、合併前の旧町ごとに算定した合算額（差額）を保障する制度
です。本市の場合、平成27年度までの９年間は満額ですが、平成28年度からは５年間 
かけて段階的に減額されます。

普通交付税合併算定替とは？

平成20～24年度
○木津川市行財政改革大綱並びに推進計画、行動計画
　⇒123項目の改革項目を設定
○事業仕分け（平成21～23年度実施）
　⇒23項目（事業）を実施
◆ 5年間の行動計画推進で

　　　　　　　　　　　の財政効果！！約37.5億円

平成25～29年度 ※平成28年度末時点

○第２次木津川市行財政改革大綱、行動計画
　⇒126項目の改革項目を設定
○事業仕分け（平成25～28年度実施）
　⇒16項目（事業）を実施
◆ 4年間の行動計画推進で

　　　　　　　　　　　の財政効果見込！！約18.9億円
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前期＜講座⑥＞

「恭仁小学校卒業生に聞く」

・　木津川アートプロジェクト事務局　☎ 73-8191問 申

　恭仁小学校は明治6年に開校し、今年
で144年の歴史があります。ここで学ん
だ卒業生を招き、恭仁小学校での思い出
話や瓶原地域の文化のことなどを教えて
いただきましょう。

「スパイスアーサー702公演」
　海外でも数多く公演されている空飛ぶ紙芝居ユニット「スパイス
アーサー 702」さんを迎え、新しい紙芝居を披露していただきま
す。100枚を超える絵が舞う中、迫真の語りと生演奏。従来の枠を
破った自由な表現は子どもだけでなく大人も存分に楽しめるエン
ターテインメントです。お誘い合わせの上ぜひご鑑賞ください。

　木津川アート2018開催に向けて、開催地「瓶原」
の魅力を1年かけて掘り起こしていくプロジェクト
「恭仁宮大学」。今月は、勉強した成果を分かりや
すく伝えるための表現方法を学んでいきます。1回
だけの参加でもきっと面白い発見があるはず。気軽
に参加してください。

参
加
者
に
は
も
れ
な
く

「
木
津
川
ア
ー
ト

　
恭
仁
宮
大
学
学
生
証
」が

発
行
さ
れ
ま
〜
す
！

9月 恭仁宮大学カリキュラム

時

所

内

定

みかのはら

▲スパイスアーサー702

9月24日（日）  午後1時～4時
恭仁小学校
①恭仁小学校卒業生に聞く　　午後1時～2時30分
②スパイスアーサー702公演　午後3時～4時30分
70人 先着　　  駐車場があります。他

京都サンガF.C. ホームゲームにご招待
■時①9月30日（土） 午後3時キックオフ
　　vsジェフユナイテッド千葉
　②10月14日（土） 午後3時キックオフ
　　vsロアッソ熊本
■所  西京極総合運動公園 陸上競技場兼球技場
　（京都市右京区）
■定  10組20人（ホーム自由席）
　※満席の場合は他席種へ案内します。
■申  ①9月15日②9月29日までに往復はがきで次へ。

　（1枚につき、2人まで招待）
往信表面　　〒610-0102　城陽市久世上大谷89-1

（送付先）　　京都サンガF.C.　
　　　　　　「木津川市広報ご招待」係
往信裏面　　 住所、氏名、電話番号、対戦チーム名
返信表面　　郵便番号・住所、氏名
返信裏面　　白紙のままお送りください。
※ 当選の発表は、入場券引換はがきの発送をもって

代えさせていただきます。

■問京都サンガF.C.ホームタウン推進課　☎0774-55-7603

　10月14日（土）ロアッソ熊本戦では、市内にお住
まいの小・中学生、高校生は入場料が無料（保護者は、
割引料金 1,000円／人）になります。

■申  10月9日までに、ホームページの応募フォームで
申し込みください。（１回につき４人まで）
キッズスマイルスタジアム 検索

京都サンガF.C. キッズスマイルスタジアム小・中学生、高校生ご招待
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※市内の他の保育園でも園庭開放をおこなっています。

木 津
木津東部
加 茂
山 城

木 津 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
木津東部子育て支援センター
加 茂 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
山 城 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

（木 津 保 育 園 内）
（梅 美 台 保 育 園 内）
（い づ み 保 育 園 内）
（やましろ保育園内）

☎71–1115
☎71–8041
☎76–2130
☎86–4843

9月

0〜3歳児と保護者のための子育てサロン
わくわくひろば　☎73-0308

げんきっ子　☎71-0040

　おもちゃで遊んだり、おしゃべりや子育ての情報
交換をしたり、紙芝居や手遊びなどのお楽しみタイ
ムもあります。授乳コーナーもありますので、赤ち
ゃんと一緒でも安心してお越しください。

　ゆったりと遊んだり、おしゃべりしたりする時間
や、絵本の読み聞かせ・体操・リトミックなどのお楽
しみメニューもあります。

※祝日は休みです。

時
　
所
他

時
所

月・水・金曜日　午前10時30分～午後3時30分
土曜日　　　 午前10時30分～正午
アル・プラザ木津店2階
イベント開催日はお楽しみタイムはありません。

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30分
ガーデンモール木津川2階

ところ と　き
木 津 月～金曜日　午前9時30分～午後4時

木津東部 月～金曜日　午前9時  　　～午後5時
土　曜　日　午前9時　　  ～午後3時

加 茂 月～金曜日　午前9時30分～午後4時山 城

　壊れた“おもちゃ”を無料（原則）で修理しています。

　未就園児対象の子育てサークルが、各地域にあり
ます。参加を希望される方は、問い合わせてください。

時 午後1時30分～4時

木津老人福祉センター
加茂ふれあいセンター

9月2日、10月7日（土）
9月15日（金）

木津支所（木津老人福祉センター内）　☎72-5532
加茂支所（加茂ふれあいセンター内）　☎76-4338
山城支所（山城保健センター内）　　　☎86-4151

　おもちゃで楽しく遊んでもらい、気に入ったもの
があれば貸し出します。

時午前10時～正午

9月6日・20日、10月4日（水）
9月14日（木）
9月28日（木）

時午前10時～11時30分

木津老人福祉センター
梅美台保育園
山城保健センター

加茂ふれあいセンター 9月12日・26日（火）

子育て相談

園庭開放など

社会福祉協議会

子育てサークル

おもちゃの図書館

木津川おもちゃ病院

と　き 内　容 ところ

1日 金 午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部
４日 月 午前10時 ～正午 自由遊び（園庭のみ）・メロディーチャイム 木津東部

5日 火

午前10時 ～11時30分 おしゃべりサロン 木 津
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部
午前10時 ～11時30分 室内開放（一緒に歌おう） 加 茂
午前10時 ～11時30分 季節の制作「くるくるコスモス」 山 城

6日 水
午前10時 ～11時30分 おもちゃで遊ぼう 加 茂
午前10時 ～11時30分 育児講座「食育」 山 城

7日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（コップぶどうを作ろう）木 津
午前10時 ～正午 ハンドケア・自由遊び 木津東部
午前10時 ～11時30分 作りましょう（いろいろめがねを作ろう）加 茂
午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放（絵本タイム） 山 城

８日 金 午前10時 ～正午 自由遊び・体育遊び 木津東部
11日 月 午前10時 ～正午 自由遊び（園庭のみ）・メロディーチャイム 木津東部

12日 火

午前10時 ～11時30分 おしゃべりサロン 木 津
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部
午前10時 ～11時30分 室内開放（ふれあい遊び） 加 茂
午前10時 ～11時30分 タオルを使って遊ぼう 山 城

13日 水
午前10時 ～11時30分 ほっこりサロン（パーソナルカラー診断）加 茂
午前10時 ～11時30分 段ボールで遊ぼう 山 城

14日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（歌とふれあい） 木 津
午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部
午前10時 ～11時30分 おはなしタイム 加 茂
午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放 山 城

15日 金 午前10時 ～正午 講習会「親子体操」・自由遊び 木津東部

19日 火

午前10時 ～11時 はじめてのお誕生会 木 津
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部
午前10時 ～11時30分 室内開放（体操をしよう） 加 茂
午前10時 ～11時30分 体育遊び 山 城

20日 水
午前10時 ～11時30分 ほっこりサロン（パーソナルカラー診断）加 茂
午前10時 ～11時30分 わいわいサロン・誕生会 山 城

21日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（絵本読み聞かせ） 木 津
午前10時 ～正午 自由遊び・誕生会 木津東部
午前10時 ～11時30分 育児講座（交通安全） 加 茂
午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放（体操タイム） 山 城

22日 金 午前10時 ～正午 作って遊ぼう「縁日でお買い物」・自由遊び 木津東部
25日 月 午前10時 ～正午 自由遊び（園庭のみ）・メロディーチャイム 木津東部

26日 火
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部
午前10時 ～11時30分 室内開放（絵本の読み語り） 加 茂
午前10時 ～11時30分 ふれあい遊びとミュージックケア 山 城

27日 水
午前10時 ～11時30分 わくわくタイム（体操をしよう） 加 茂
午前10時 ～11時30分 秋の壁面を作ろう「カラフルみのむし」山 城

28日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（食育） 木 津
午前10時 ～正午 親子クッキング「野菜たっぷりカレー」・自由遊び 木津東部
午前10時 ～11時30分 誕生会 加 茂
午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放 山 城

29日 金 午前10時 ～正午 自由遊び・体育遊び 木津東部



82017.9 広報

加
茂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン（
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
）

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
に
、

ほ
っ
こ
り
と
し
た
時
間
を
！

あ
な
た
の
魅
力
を
引
き
出
す「
色
」を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

■時
９
月
13
日
・
20
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■定
６
組
／
日 

先
着

■講
福
井 

幸
　
氏（
カ
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■申 

９
月
５
日
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

育
児
講
座
　「
交
通
安
全
教
室
」

～
親
子
で
学
ぼ
う
交
通
安
全
～

■時
９
月
21
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■講
木
津
警
察
署
　

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
未
就
園
児
と
保
護
者

■問 ・
■所
加
茂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
い
づ
み
保
育
園
内
）　
☎
76
‐
２
１
３
０

親
子
で
遊
ぼ
う

　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
触
れ

合
っ
て
遊
び
ま
す
。

■内
運
動
遊
び

■時
10
月
16
日（
月
）　
午
後
２
時
～
３
時

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
平
成
25
年
４
月
２

日
～
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

■定
10
組 

先
着

■所
・
■問
木
津
幼
稚
園
　
☎
72
‐
０
１
０
１

映
画
村
を
探
検
し
よ
う

～
育
て
よ
う
　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
～

■時
10
月
21
日（
土
）　
※
雨
天
決
行

　
午
前
９
時
　
木
津
児
童
館
　
集
合

■所
東
映
太
秦
映
画
村（
京
都
市
）

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
で
、10
月

13
日（
金
）午
後
７
時
か
ら
保
護
者
と
事

前
学
習
会
に
参
加
で
き
る
方

■定
30
人 

抽
選

■￥
８
０
０
円
／
人（
事
前
学
習
会
時
に
徴
収
）

■申 ・
■問
９
月
20
日
ま
で
に
、所
定
の
用
紙
に

記
入
、押
印
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

来
館
登
録
済
み
の
方
は
直
接
ま
た
は
郵

送
で
、児
童
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、学
校

名
、学
年
、保
護
者
名
、住
所
、電
話
番
号

を
記
入
・
押
印
し
、次
へ
。

　
木
津
児
童
館
　
☎
72
‐
４
７
０
０

　 

〒
６
１
９
‐
０
２
１
４

　
木
津
清
水
27
‐
４

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
職
相
談
会

　
就
職
に
関
す
る
支
援
や
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
紹
介
な
ど
の
情
報
提
供
・
相

談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■時
９
月
12
日
・
26
日（
火
）

■所 ・
■問
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー「
あ
ん
」（
木
津
駅
前
１-

10
）

　 

☎
71-

０
７
０
１

　
　
０
８
０-

１
４
２
８-

３
４
２
０

　
fax

71-

０
７
０
５

■他 

当
日
以
外
で
も
、相
談
で
き
ま
す
。

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」

■内 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　「
お
は
な
し
た
ま
ご
」

　
　
９
月
13
日（
水
）　
午
前
11
時
10
分
～

　「
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」世
代
間
交
流
の
日

　
　
９
月
27
日（
水
）　
午
前
11
時
10
分
～

　
壁
面
制
作
10
月
分（ 

先
着 

30
人
）

　
　
９
月
27
日（
水
）～

■所 

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
木
津
２
階

　「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」

■対 

お
お
む
ね
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者

■問 ・
■主
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎
73
‐
０
３
０
８

　第
11
回
木
津
川
市
障
害
児
・
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会

■時
10
月
28
日（
土
）　
午
前
９
時
45
分
～

■所
相
楽
台
小
学
校「
体
育
館
」

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
児
・
者
と

そ
の
家
族

　
※
お
子
さ
ん
は
、保
護
者
同
伴
。

　
※
一
般
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

■持
上
履
き

■申 ・
■問
９
月
14
日
ま
で
に
、直
接
ま
た
は
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
社
会
福
祉
課

　
☎
75
‐
１
２
１
１
　

fax

75
‐
２
０
８
３

■主 

木
津
川
市
、市
身
体
障
害
者
協
議
会
、

　
市
身
体
障
害
者
の
会

フ
レ
ー
フ
レ
ー
ク
ラ
ブ

検
索

視
覚
障
害
者
社
会
教
育
研
修
会

　
市
で
は
、視
覚
障
が
い
者
の
方
に
、体
験

を
通
し
て
学
習
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時
10
月
31
日（
火
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■所 「
十
石
舟
」「
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
」（
京

都
市
）

■対 

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

■￥ 

１
，５
０
０
円（
乗
船
代
、見
学
代
）

　
※
別
途
、昼
食
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

■定
35
人 

先
着 

（
介
助
の
方
を
含
む
。）

■申 

９
月
１
日
～
26
日
に
、直
接
ま
た
は
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　 

社
会
教
育
課

　
☎
75
‐
１
２
３
３
　

fax

73
‐
２
５
６
６

木
津
川
市
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者

の
ご
冥
福
と
、恒
久
平
和
を
祈
り
ま
す
。会

場
で
は
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、送
迎
車
両
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

式
典
終
了
後
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。

※ 

バ
ス
停
の
位
置
や
発
車
時
刻
な
ど
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■時
９
月
14
日（
木
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■所
加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー「
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
」

■問
社
会
福
祉
課

　
☎
75
‐
１
２
１
１
　

fax

75
‐
２
０
８
３
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

女
性
の
集
い

　
１
人
で
悩
ま
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時
９
月
12
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■所
東
部
交
流
会
館｢

和
室｣

■内 

保
健
師
に
よ
る
心
身
の
不
調
な
ど
に
つ

い
て
の
講
議

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
心
に
不
調
や
病
の
あ
る
女
性

■定
８
人 

先
着

■￥
１
５
０
円

■申 ・
■問
９
月
８
日
ま
で
に
、電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
社
会
福
祉
法
人
い
づ
み
福
祉
会

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
づ
み

　
☎
76-

０
０
７
６
　

fax

66-

１
２
４
６

き
こ
え
の
相
談
会

　
聴
力
測
定
も
お
こ
な
い
ま
す
。

■時 

９
月
26
日（
火
）　
午
前
10
時
～
、

　
午
前
11
時
～
、午
後
１
時
～
、午
後
２
時
～
　

■所 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

■内
き
こ
え
に
関
す
る
相
談
、聴
力
測
定

　（
聴
力
測
定
を
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
で
き
こ
え
に
不
自
由

を
感
じ
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

■申 

９
月
19
日
ま
で
に
、氏
名
、年
齢
、郵
便

番
号
・
住
所
、電
話（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）番
号
、

相
談
内
容
、希
望
の
時
間
帯
を
次
へ
。

　
※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
、時
間
変
更
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■問
〒
６
１
９-

０
２
１
４
　
木
津
上
戸
15

　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
75-

２
０
３
０
　
　
72-

６
８
６
２

fax

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

あ
な
た
や
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を

　
自
殺
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
に
、家
族
や
仲
間
の
変

化
に
気
づ
き
、耳
を
傾
け
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。一
人
ひ
と
り
が
命
の
尊
さ

を
認
識
し
、優
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、

手
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク

　
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
ス
ト
レ

ス
度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　
本
人
モ
ー
ド
の
ほ
か
、５
つ
の
タ
イ
プ

で
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
で
す
。ま
た
、チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
と
と
も
に
相
談
窓
口
な
ど
の
情

報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

携
帯
電
話
か
ら
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ 

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
見
学
説
明
会

　
再
就
職
を
目
指
す
方
を
対
象
に
し
た
実

際
の
訓
練
風
景
な
ど
を
見
学
で
き
る
説
明

会
で
す
。

■時
９
月
12
日（
火
）・
20
日（
水
）・
26
日（
火
）

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■所 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
京
都（
長
岡
京
市
友
岡
）

■内 

製
造
ラ
イ
ン
技
術
科(

電
気
設
計
コ
ー

ス)

の
訓
練
体
験
、実
習
場
見
学
な
ど

■申 ・
■問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
京
都
　
訓
練
課

　
☎
０
７
５-

９
５
１-

７
３
９
７

　
　kyoto-poly03@

jeed.or.jp

■申・■問女性センター　☎72-7719（月曜日、祝日 休館）

女性センター ニュース！ 受講生を募集します。
場所はすべて女性センターです。

似顔絵を描こう
～絵心がなくても大丈夫！楽しく仕上げます～

おしゃべりカフェ

東洋医学に基づく美と健康のメソッド
～薬膳を学びます～

はつらつグディエクササイズ
～リズムに合わせて脂肪を燃焼します～

■時9月26日（火）　午前9時30分～正午
■対市内にお住まい・お勤めの男女
■定12人 先着　　
■￥300円　※当日徴収
■講木下 美由起　氏（似顔絵作家）
■持12色以上の色鉛筆もしくはクレパス、
　黒色の筆ペンもしくはサインペン、鉛筆、消しゴム
■申 9月7日～22日に直接または電話で女性センターへ。
■他1歳～5歳の託児可。※定員5人 要予約

　どなたでも利用できますので、気軽にお越し
ください♪
■時毎月第2金曜日　午前11時～午後2時
　※ 9月8日は、午前11時10分～正午 

「朗読サークルこだま」
■所2階「料理実習室」「図書コーナー」
■他・飲食物の持ち込み可。
　・時間内は自由に出入りできます。
　・「はじめての囲碁教室」も開催しています。

■時10月5日（木）　午前10時～11時30分
■対市内にお住まい・お勤めの女性
■定25人 先着
■￥200円　※当日徴収
■講中 倫子　氏 （TMB所属　国際中医薬膳師）
■申 9月7日～26日に直接または電話で女性センターへ。
■他1歳～5歳の託児可。※定員5人 要予約

■時10月3日～11月21日の毎週火曜日（全8回）
　午後1時30分～3時　
■対市内にお住まい・お勤めの女性
■定28人 抽選　　
■￥1,300円　※初回時徴収
■講 橫井 浩子　氏（グディエクササイズインストラクター）
■持 上履き、飲み物、バスタオル又はヨガマット、タオル
■申 9月26日までに直接または電話で女性センターへ。

男性も来てくださいね！

木
津
川
市
　
こ
こ
ろ
の
体
温
計

検
索
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敬
老
会

　
昭
和
18
年
以
前
生
ま
れ
の
方（
数
え
75

歳
以
上
）を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

山
城
地
域

■時
９
月
16
日（
土
）

　
① 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　（
上
狛
小
学
校
区
）

　
② 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　（
棚
倉
小
学
校
区
）

■所
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

■対
１
，５
０
８
人

■他 

午
前
・
午
後
の
場
所
が
昨
年
度
と
逆
で

す
。

加
茂
地
域

■時
９
月
17
日（
日
）

　
① 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　（
瓶
原
・
当
尾
・
南
加
茂
台
地
区
）

　
②
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
加
茂
地
区
）

■所
加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

■対
２
，３
６
９
人

■他
・ 

午
前
・
午
後
の
場
所
が
昨
年
度
と
逆

で
す
。

　
・ 

送
迎
バ
ス
を
利
用
い
た
だ
く
か
、乗

り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

木
津
地
域

■時
９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ（
精
華
町
）

■対
４
，８
６
３
人

■他
木
津
地
域
は
、午
前
の
み
の
開
催
で
す
。

■内 

式
典
、お
祝
品
の
贈
呈
、演
芸
な
ど（
文

化
協
会
・
小
林
幸
子
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー

な
ど
）

　
送
迎
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、招
待

状
と
同
封
し
た
バ
ス
運
行
表
を
確
認
し
、

乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。（
帰
り
の
バ
ス
も
同

じ
号
車
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
。）

お
祝
い
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ん

（
市
祝
品
贈
呈
者
）

・
市
内
最
高
齢
者

　
　
女
性 

【
明
治
42
年
生
ま
れ
】（
満
108
歳
）

　
　
男
性 

【
大
正
７
年
生
ま
れ
】（
満
99
歳
）

・
百
寿
祝 

（
数
え
100
歳
）　
19
人

　
　【
大
正
７
年
生
ま
れ
】

・
卒
寿
祝 

（
数
え
90
歳
）　
２
５
３
人

　
　【
昭
和
３
年
生
ま
れ
】

・
米
寿
祝 
（
数
え
88
歳
）　
２
９
０
人

　
　【
昭
和
５
年
生
ま
れ
】

・
傘
寿
祝 

（
数
え
80
歳
）　
４
３
０
人

　
　【
昭
和
13
年
生
ま
れ
】

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75
‐
１
２
１
３ 

元
気
も
り
も
り
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集
！

～
一
般
高
齢
者
運
動
器
機
能
向
上
事
業
～

　
高
齢
者
の
運
動
機
能
向
上
と
介
護
予
防

を
目
指
し
て
、運
動
に
特
化
し
た
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。若
返
り
体
操
で
運

動
機
能
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

■時
10
月
～
平
成
30
年
３
月
の
６
か
月（
24
回
）

■対 

65
歳
以
上
の
方（
初
め
て
の
方
優
先
）

　
※ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
よ
っ
て
は
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■内 

運
動
器
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、講
話
、

交
流
会
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び 

体
力
測
定

■定
各
25
人 

先
着

■￥
２
５
０
円
／
回

■申 

９
月
１
日
～
15
日
に
、お
住
ま
い
の
地

域
の
各
事
業
所
へ
。

■他
・
６
か
月（
24
回
）分
の
申
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
・
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
津
東
地
域

　
■所
木
津
人
権
セ
ン
タ
ー

　
■時
月
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
■申
㈱
ル
ピ
ナ
ス
　
☎
73
‐
１
０
２
３

木
津
西
地
域

　
■所
相
楽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
■時
火
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
■申 

㈲
コ
ク
セ
イ

　
　
☎
０
９
０
‐
１
７
１
４
‐
７
４
２
９

加
茂
地
域

　
■所
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ（
南
加
茂
台
）

　
■時
火
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
■申
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
　
☎
76
‐
０
７
７
７

山
城
地
域

　
■所
山
城
支
所
別
館

　
■時
金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
■申 （
社
福
）京
都
南
山
城
会（
山
城
ぬ
く

も
り
の
里
）

　
　
☎
86
‐
５
４
６
０

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75
‐
１
２
１
３ 

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
よ
う
に

～
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
の
取
組
み
～

　
９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で

す
。世
界
各
国
で
認
知
症
の
理
解
を
進
め

る
た
め
に
啓
発
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
、市

で
も
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
あ
る

９
月
21
日
に
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■時
９
月
21
日（
木
）　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■所
市
役
所
１
階「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」

■内 

認
知
症
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
、本

の
閲
覧
、相
談
窓
口
の
紹
介
な
ど

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75
‐
１
２
１
３

山
城
南
つ
な
が
る
ね
っ
と

　
山
城
南
圏
域（
木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
）

の
医
療
や
介
護
の
情
報
を
簡
単
に
検
索
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。気
軽
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■内
・ 

病
院
な
ど
の
基
本
的
な
情
報（
所
在

地
や
診
察
時
間
、往
診
の
有
無
、詳
細

へ
の
リ
ン
ク
先
）な
ど

　
・ 

そ
の
他
、講
演
会
・
研
修
の
情
報
な
ど

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75
‐
１
２
１
３

■他 

作
成
は
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
き

づ
が
わ
ね
っ
と
事
務
局
で
す
。

山
城
南
つ
な
が
る
ね
っ
と

検
索
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「
死
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

南
山
城
村

　竹
澤
内
科
・
小
児
科
医
院

　竹
澤 

健

　医
師

は
増
加
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、病

院
の
病
床
数
は
増
加
し
な
い
と
推
測

さ
れ
て
い
る
の
で
、病
院
以
外
の「
死

に
場
所
」が
必
然
的
に
増
え
て
い
く

は
ず
で
、我
々
医
師
会
は
そ
れ
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、在
宅

死
、在
宅
看
取
り
に
も
っ
と
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、先
述
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
こ
な
っ
た
の
で
す
。

　
自
分
の「
最
期
」や「
死
」に
対
す
る

希
望
を
、希
望
通
り
に
叶
え
て
あ
げ

ら
れ
る
た
め
に
、ま
ず
必
要
な
こ
と

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
そ
れ
は
、患
者
さ
ん
の
希
望
を
家

族
と
共
有
す
る
こ
と
で
す
。当
た
り

前
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
た
で
し
ょ
う

が
、実
は
、ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
は

家
族
と
自
分
の「
最
期
」や「
死
」に
つ

い
て
話
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
す
。何
が
希
望
な
の
か
家
族
が
知

ら
な
い
の
に
、希
望
通
り
の「
死
」を

迎
え
ら
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
死
」は
平
等
に
誰
に
で
も
い
つ
か

は
訪
れ
る
も
の
で
、忌
み
嫌
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
ま
で
人
生
を

精
一
杯
生
き
て
き
た
最
後
の
証
と
し

て
の「
死
」を
希
望
通
り
迎
え
る
た
め

に
も
、家
族
と
話
す
時
間
を
と
っ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
は
、自
分
の「
最
期
」や

「
死
」に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。何
歳
く
ら
い
ま
で
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、ウ
チ

は
が
ん
家
系
だ
か
ら
自
分
も
が
ん
に

な
る
だ
ろ
う
か
、自
分
は
血
圧
が
高

い
か
ら
心
筋
梗
塞
な
ど
で
突
然
死
ん

だ
り
し
な
い
だ
ろ
う
か
、な
ど
な
ど
。

　
相
楽
医
師
会
で
は
、在
宅
医
療
を

お
こ
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

自
分
の「
最
期
」や「
死
」に
つ
い
て
何

か
し
ら
考
え
た
こ
と
が
あ
り
、さ
ら

に
自
分
の「
最
期
」や「
死
」に
つ
い
て

の
希
望
、要
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。延
命
治
療
は
し

て
ほ
し
く
な
い
、で
き
れ
ば
住
み
慣

れ
た
自
分
の
家
で
死
に
た
い
、家
族

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
の
で
施
設

や
病
院
で
死
に
た
い
、な
ど
が
主
な

内
容
で
し
た
。

　
日
本
は
こ
れ
か
ら
多
死
社
会
を
迎

え
ま
す
。出
生
率
が
減
少
し
、高
齢
化

率
が
増
加
す
る
た
め
、年
々
死
亡
者

数
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、日
本
で
亡
く
な
る
人
の
８

割
は
病
院
で
亡
く
な
り
ま
す
。残
り

の
２
割
の
う
ち
半
分
は
自
宅
、半
分

は
介
護
施
設
で
す
。今
後
、死
亡
者
数

おすすめの味

木津川市食生活改善推進員協議会
伝宝 信子

1人分の栄養価
エネルギー� 40 kcal
たんぱく質�� 0.6 g
脂　　　質�� 2.3 g
カルシウム��16mg
食 物 繊 維��� 0.2 g
塩　　　分��� 0 g

作
り
方

①�

オ
ー
ブ
ン
を
１
６
０
℃
に
あ
た
た
め
て
お
く
。
ポ
リ
袋

に
バ
タ
ー
を
入
れ
、
口
を
と
じ
、
袋
の
上
か
ら
手
で
も

み
、
や
わ
ら
か
く
す
る
。

②�

「
①
」
の
袋
に
砂
糖
を
加
え
も
み
、
卵
を
入
れ
よ
く
混
ぜ
る
。

い
り
ご
ま
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
順
に
加
え
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③�

「
②
」の
袋
に
薄
力
粉
と
タ
ン
サ
ン
を
入
れ
て
も
む
。天

板
に
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
敷
く
。

④�

「
③
」の
袋
の
空
気
を
抜
き
上
部
を
し
ば
り
、袋
の
隅
を

鉛
筆
ぐ
ら
い
の
太
さ
の
穴
に
切
り
取
る
。

⑤�

「
④
」の
穴
か
ら
ク
ッ
キ
ー
生
地
を
シ
ー
ト
の
上
に
十
分

な
間
隔
を
開
け
て
、
絞
り
出
す
。
　

⑥�

オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
、
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
焼
く
。（
10
～

15
分
）
焼
き
あ
が
っ
た
ら
網
の
上
に
取
り
出
し
冷
ま
す
。

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
材
料
を
全
部
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
、
絞
り
出
し
て
焼
く�

　
だ
け
！
と
て
も
簡
単
で
す
。

材　料（約40枚分）

相楽休日応急診療所　～受診前には必ず連絡してください～

もみもみクッキー

時午前9時から
　（受付　午前8時30分～午後0時30分）
所相楽会館1階（木津上戸15）
問相楽休日応急診療所　☎73-9988
他�症状によっては診察できない場合や、京都山城
総合医療センターを紹介する場合があります。

と　き 診療科目 と　き 診療科目
9月� 3日（日） 内科・小児科 10月� 1日（日） 内科
9月10日（日） 内科 10月� 8日（日） 内科・小児科
9月17日（日） 内科・小児科 10月� 9日（月・祝） 内科
9月18日（月・祝）内科・小児科 10月15日（日） 内科・小児科
9月23日（土・祝）内科・小児科 10月22日（日） 内科・小児科
9月24日（日） 内科・小児科 10月29日（日） 内科

バター� 80g

砂糖� 50g

卵（Ｍ）� 1個

いりごま� 30g

ヨーグルト� 70g

薄力粉� 110g

タンサン� ひとつまみ
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毎
月
19
日
は
食
育
の
日

■内
・�

今
月
の
テ
ー
マ

　
　「
災
害
時
の
食
事
の
工
夫
」

　
・�

家
庭
で
備
蓄
し
て
お
く
食
品
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
の
配
布

■時
９
月
19
日（
火
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■所
市
役
所
１
階「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」横

■主�

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

９
月
30
日
ま
で
！
歯
周
病
検
診（
無
料
）を 

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
で
次
の
生
年
月
日
に

該
当
す
る
方

　
・�

40
歳（
昭
和
52
年
４
月
２
日
～

　
　
53
年
４
月
１
日
生
）

　
・�

50
歳（
昭
和
42
年
４
月
２
日
～

　
　
43
年
４
月
１
日
生
）

　
・�

60
歳（
昭
和
32
年
４
月
２
日
～

　
　
33
年
４
月
１
日
生
）

　
・�

70
歳（
昭
和
22
年
４
月
２
日
～

　
　
23
年
４
月
１
日
生
）

■所
指
定
歯
科
医
院

■申�

希
望
の
指
定
歯
科
医
院
に
直
接
、予
約

し
て
く
だ
さ
い
。（
指
定
歯
科
医
院
は
、

受
診
券
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■持�

受
診
券（
対
象
の
方
に
送
付
し
て
い
ま
す
。）、

健
康
保
険
証

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
で
輸
血
を
必
要
と
す
る
方

の
た
め
に
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、輸
血
に
よ
る
副
作
用
を
少
な
く

す
る
た
め
に
、で
き
る
だ
け
４
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■時
９
月
13
日（
水
）　

■所
加
茂
支
所
1
階
　
午
前
10
時
～
正
午

　
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
　
午
後
２
時
～
４
時

■持�

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、身
分
証

明
書（
初
め
て
の
方
の
み
。運
転
免
許

証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

■他�

年
齢
・
体
重
・
Hb
値
な
ど
の
ほ
か
、患
者
や

献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、献
血

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室

■内�

ご
は
ん
、秋
の
サ
ッ
パ
リ
つ
み
れ
、な
す

と
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
マ
リ
ネ
、具
だ

く
さ
ん
み
そ
汁
、ヘ
ル
シ
ー
ド
ー
ナ
ツ

■時
10
月
４
日（
水
）　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　（
受
付
　
午
前
９
時
40
分
～
10
時
）

■所
木
津
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階「
栄
養
指
導
室
」

■対
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

■定
20
人

■￥
５
０
０
円
／
人

■持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

■申�・
■問
９
月
４
日
～
25
日
に
電
話
で
健
康

推
進
課
へ
。

■主
木
津
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク「
に
じ
」

　
一
緒
に
楽
し
み
の
場
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■時
①
９
月
19
日（
火
）　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
②
10
月
12
日（
木
）　

　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

■所
①
東
部
交
流
会
館
　

　
②
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅（
集
合
）

■内
①
中
華
料
理
の
調
理
　

　
②
散
策（
和
束
町
）

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
で
、心
の
不
調
や
病

気
を
お
持
ち
の
方

■持
②
弁
当

■申�

①
９
月
12
日
②
10
月
５
日
ま
で
に
、電
話

で
健
康
推
進
課
ま
た
は
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
い
づ
み（
☎
76
‐
０
０
７
６
）へ
。

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　
が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お

受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、出
張
相
談
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■時
9
月
5
日
、10
月
3
日（
火
）

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■所
山
城
南
保
健
所

相
談
員

　
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

■申
実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
次
へ
。

　
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　０
１
２
０
‐
０
７
８
‐
３
９
４

■他�

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
は
、月
～
金
曜
日（
祝

日・
年
末
年
始
を
除
く
。）の
午
前
9
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

☎
75
‐
１
２
１
９

　
市
で
は
、「
保
健
だ
よ
り
」に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。健
康
保

健
情
報
を
提
供
す
る「
保
健
だ
よ
り
」は
、

毎
年
１
回
、市
内
の
各
家
庭
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
配
布
し
、予
防
接
種
や
健
診

な
ど
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
発
行
部
数
　
３
３
，０
０
０
部

・�

規
格
　
Ａ
４
版（
表
紙
両
面
カ
ラ
ー
・

本
文
２
色
刷
り
）

・
発
行
回
数
　
年
１
回
　
３
月
発
行

・�

掲
載
場
所
　
保
健
だ
よ
り
表
紙
裏
面

お
よ
び
裏
表
紙
両
面（
36
枠
抽
選
）

　
　
※
掲
載
場
所
の
指
定
は
不
可
。

・�

広
告
の
規
格
　
縦
5.8
×
横
5.5
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル（
フ
ル
カ
ラ
ー
）　
　

・
広
告
料
　
広
告
１
枠
１
万
円

　
　
※�

広
告
作
成
作
業
、経
費
は
広
告

主
負
担
と
な
り
ま
す
。

・�

掲
載
基
準

　
公
共
性
、中
立
性
、品
位
を
損
な
う
お
そ�

　
れ
の
あ
る
も
の
、法
令
な
ど
に
違
反
す�

　
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
　�

　
あ
り
ま
す
。

■問�

10
月
31
日（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、原
稿

（
カ
ラ
ー
原
稿
・
電
子
デ
ー
タ
な
ど
）を

添
え
て
、持
参
ま
た
は
郵
送
で
次
へ
。

　
健
康
推
進
課
　
☎
75
‐
１
２
１
９

　
〒
６
１
９
‐
０
２
８
６
　

　
木
津
南
垣
外
１
１
０
‐
９

「
保
健
だ
よ
り
」
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？
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環境の森センター・きづがわ建設に向けて環境の森センター・きづがわ建設に向けて
～“環境の森センター・きづがわ”は、皆さんの日常生活に欠くことのできない施設です～

　7月の建築工事では、炉室・機械室部分の外壁工事を
おこないました。内装部分では、機械室内の天井・壁に
耐火被覆材を取り付ける工事をお
こないました。
　また、ごみピット部分では、建物
4階の柱や壁、床板の配筋・型枠工
事をおこない、コンクリートを打
設しました。

　“環境の森センター・きづがわ”の早期稼働に向けて、地元の皆さんをはじめ市民の皆さん、一人ひとりのご理解と
ご協力をお願いします。

クリーンセンター建設推進室　☎ 75-1226� fax 72-3900 � clean-center@city.kizugawa.lg.jp

　市では、打越台環境センター (精華町内)に代わる
新たなごみ焼却施設として“環境の森センター・きづ
がわ”（鹿背山地内）の建設に取り組んでいます。
　打越台環境センターは、長年、精華町と木津川市の可
燃ごみの処理を担ってきた施設ですが、老朽化が進むと

ともに両市町の人口増加にともなって増えるごみ量を
処理しきれず、その一部を民間委託している状況です。
　建設現場では、“環境の森センター・きづがわ”の平
成30年9月末の完成を目指し工事が進んでいます。
　今月は、7月の建設工事の様子をお伝えします。

建築工事では、建物の外壁工事を進めています

ボイラー水管の取り付け、高圧受変電設備等の工場検査をおこないました

建物外壁工事の様子

　プラント工事では、6月に取り付けたボイラー機器
（水胴、汽水胴）に水管を取り付けました。水管は、ボイ
ラー下部にある水胴と上部にある汽水胴をつなぐ管で
す。ボイラーに給水された水は、水管を通じて水胴と汽
水胴とを循環しながら加熱され、発電に利用する蒸気
となります。
　また、高圧受変電設備や非常用発電機の工場検査をお
こないました。高圧受変電設備では、電気制御回路など

の試験をおこないました。
　非常用発電機は、停電などの緊急時に施設内の電力を回
復させるために必要となる設備です。このため検査では、
非常用発電機が瞬時に立ち上がることや、電気を供給する
までの動作試験などをおこないました。
　プラント機器の搬入に際しては、道路沿道の皆さんに
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお
願いします。

ボイラー水管取り付けの様子 非常用発電機の工場検査の様子
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「もったいない」でごみ出さない

リサイクル研修ステーション
（８月15日現在）

自転車、ストライダー、一輪車、シルバーカー、ベッド、ベビーラック、ベビーゲート、ベビ

ーカー（双子）、バウンサー、ジュニアシート、玩具、椅子、会議用机、整理ダンス、テレビ台、レンジ台、整理棚、

本棚、ダイニングセット、ソファー、福祉用具、健康器具、火鉢、古美術品、釣り具、ミキサー、ラジオ、ホットプ

レート、金庫、掃除機、テント、冷風機、扇風機、電子ピアノ、座卓、ギター、ミシン、着物、帯、食器棚（小）

持込み品の基準����①人形、ぬいぐるみ、下着類、本はお断りします。②分別（衣類・食器・小物）して持ち込　
　　　　　　　　　　�みください。③衣類は洗濯したものを、きれいにたたんで持ち込みください。

本棚（大）、食器棚（大）、
洋服ダンス（大）、下駄箱（大）、テレビ台（大）

ゆずってください

リユース（再利用）のコーナー

午前8時30分〜午後5時　☎75-2140  fax 75-2141
［９月の休館日：4日、11日、18日、19日、23日、25日］

　環境への取組みに力を入れている工場を見学し、
身近な3R（リデュース・リユース・リサイクル）を考
えませんか。
■時10月5日（木）　午前8時～午後5時30分
　午前8時　市役所駐車場　出発
■所①�関西電力（エルクールさかいこう）
　②明治なるほどファクトリー関西
　③関空裏側探検�
■対 �市内にお住まい又はお勤めで、前回参加していな
い方
■定25人�抽選　※未就学児不可
■申 �･�■問9月16日（必着）までに、往復はがきに参加者

の住所、氏名（フリガナ・フルネーム）、電話番号、
年齢、性別、市役所への交通手段を記入し、次へ。
〒619-0214　木津神田2-1

　�リサイクル研修ステーション
　�☎75-2140　　75-2141
■他・1枚のはがきで2人まで申し込めます。
　・�当日、車を市役所駐車場に駐車される場合は、自

動車登録番号を必ず記入してください。
■主 �エコリーダー「くるっと」
　（木津川市廃棄物減量等推進員の会）

fax

エコツアー

京都府「食べ残しゼロ推進店舗」募集
　食品ロスの削減のため、食材を使い切る・食べ残
しを出さない工夫などを実践している店舗を認定
する制度が始まりました。
■時12月22日（金）まで
■対 �飲食店（出前・宅配含む。）、宿泊施設
■問京都府農林水産部食の安心・安全推進課
　☎075-414-5656

やめよう！なくそう！不法投棄・不適正排出

■申まち美化推進課　☎75-1215

　5年以下の懲役または1千万円（法人には3億円）
以下の罰金が科せられます。

⚠不法投棄は、重大な犯罪です！

　分別されていないごみや市が収集できないごみ
を出したり、他の地域からごみを持ち込んだりする
不適正排出は、近隣住民への迷惑となります。ごみ
はルールを守り、適切に処理しましょう。

⚠やめよう！不適正排出

⚠所有地の管理を！
　不法投棄された廃棄物は、土地所有者（管理者）が
処理することになります。不法投棄を未然に防ぐた
めにも、所有地の管理（見回り、草木の除草、柵や看
板の設置など）は十分におこなってください。

環境教育講演会
　子どもたちが作る自然体験活動の講演会を開催します。

■時9月12日（火）　午後2時～3時30分
■所リサイクル研修ステーション
■講辻�英之　氏　■定30人�先着

■申 �9月5日から、ファックス又は電子メールで、氏名、
電話番号、連絡先を次へ。

　リサイクル研修ステーション
　　�75-2141　　kizugawa-res@city.kizugawa.lg.jp
■主 �木津川市、こそだてママnet☆、京都やましろ環境
教育ネットワーク

fax
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リサイクル回収ボックスで、「ごみ」を「資源」にしよう！
　公共施設には、次のリサイクル回収ボックスを設置
しています。
　小型家電や小型充電式電池に含まれているレアメタ
ルなどの貴重な金属資源、プリンターのインクカート
リッジは、適切に分別すれば、効率的なリサイクルが可
能です。対象品を捨てる際は、回収ボックスを利用いた
だき、ごみの減量化と資源化に協力をお願いします。
　使い終わったインクカートリッジも、「インクカートリッ
ジ里帰りプロジェクト」を通じて、リサイクルしています。

施設名 受入時間※開庁(営業)日
市役所（１階正面玄関内）

午前８時30分～午後５時15分加茂支所（２階）
山城支所（１階玄関内）
西部出張所
（イオンモール高の原２階） 午前９時～午後11時

リサイクル
研修ステーション（窓口） 午前８時30分～午後５時

設置場所（公共施設）

※箱や袋、対象品以外のものは入れないでください。対象品および注意事項
回収ボックス 対象品 注意事項

小型家電 　携帯電話、パソコン、電話機、ファクシミリ、ラジオ、カメラ、録
画再生装置、音響機器、補助記憶装置、電子書籍、電子辞書、電
卓、電子血圧計・体温計、理容用機器、懐中電灯、時計、ゲーム機、
カー用品、これらの附属品（充電器・ACアダプタ・ケーブルなど）

・�投 入口のサイズは、40cm×
17cmです。※入らないものはリ
サイクル研修ステーションへ。

・�個人情報は必ず消去してください。

小型充電式電池 　ニカド電池、ニッケル水素電池、リチウムイオン電池 ・解体しないでください。
・�リード線や金属端子はビニルテ
ープなどで絶縁してください。

インクカートリッジ 　「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」実施５社
（ブラザー(株)、キヤノン(株)、デル(株)、セイコーエプソン(株)、
日本ヒューレット・パッカード(株)）の純正インクカートリッジ

・�トナーカートリッジや互換イン
クは対象外です。

・�改造品や破損品は入れないでく
ださい。

青色の
ボックス

黃色の
箱

白色の
箱

Q �知らない会社から電話があり、所有している土地の
話をしたいと言われた。以前に騙されて購入した価
値のない土地のことだったが、業者によると、外国人
の間で投資ブームが起きているので売らないかとい
う話だった。不審に思ったが、土地を処分したいとい
う気持ちもある。

A �過去に被害にあった人たちを狙った原野商法の二次
被害が続いています。購入希望者がいるように装って、
土地の除草や測量、整地、広告費用などの理由でお金
を支払わせますが、実際に土地が売れる見込みはあり
ません。セールストークを鵜呑みにせず、実際の土地の
売買状況を調べたり、自治体に課税評価額を確認して
みたりするなどして、慎重に判断することが大切です。

■時 �月～金曜日（土・日曜日、祝日を除く。）
　午前９時～午後４時
■所相楽会館
※土・日曜日、祝日は☎075-257-9002へ。

 原野商法の二次被害に気をつけてはい！こちら消費生活
センターです

消費生活の相談や苦情は気軽に相楽消費生活センターへ。

☎72-99５５
相談は無料です。　秘密は厳守します。
※「消費者ホットライン」☎188（いやや！）番を利用してください。

ナニ？�����キューキューGOGO！

　家庭から出る生ごみの減量を推進するため、バイ
オ式の生ごみ処理容器の貸し出しを始めます。貸し
出す処理容器は、微生物の力で生ごみを消滅させる
ことができます。効果を体験してみたい方、関心をお
持ちの方はぜひ利用してください。貸出要件、申請手
続きなどは問い合わせてください。

試してみませんか？生ごみ処理容器

ダ
ス
ク
リ
ン
く
る
く
る

Ⅲ
型

自
然
に
カ
エ
ル
Ｓ

無料貸出開始

■問リサイクル研修ステーション　☎75-2140
　まち美化推進課　☎75-1215
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～「学研木津北地区」というのは鹿背山の里山のこと
　　里山活動を楽しみながら、里山再生に取り組んでいます～

　集落とそれを取り巻く二次林、農地、ため池などで
構成される地域のことで、農林業などに伴うさまざ
まな人間の働きかけを通じて、環境が形成･維持され
てきました。
　野生の桜は種をつければ、また生えて同じ子孫を
残しますが、ソメイヨシノなどの園芸品種の桜は、実
生を育てても親と同じ花は咲きません。
　原生林は自身で更新しますが、人間の働きかけを
通じて環境が形成･維持されてきた里山は、人が接木
をして次の世代を残さなければ同じ子孫を残せない
ソメイヨシノと同じで、人々が自然と寄り添いなが
ら作り上げてきた自然環境です。

鹿背山の里地里山とは

　しかし、人口の減少や高齢化の進行、化石燃料の普
及により雑木林から薪や炭などのエネルギー源を得
ることが少なくなったことから、里山林や農地など
の利用を通じた自然資源の環境が少なくなることで
大きな環境変化を受け、里地里山における生物多様
性は、質と量の両面から劣化が進みました。

里地里山の危機

　活動団体による伝統的な里地里山の利用・管理手
法の再評価、保全活用につながる新たな利活用法の
導入、周辺開発地の住民や企業CSRなど多様な主体
の参加により、里山の保全活動を進めています。
　持続可能な里山整備システムを構築することで
10年後にも一般の人が入れる里山であるような保
全活動の持続性が求められます。

鹿背山での取組み

木津北地区保全推進室（都市計画課内）☎ 75-1222　 kizukita@city.kizugawa.lg.jp木津北地区保全推進室（都市計画課内）☎ 75-1222　 kizukita@city.kizugawa.lg.jp

STEP1��活動団体から、参加してみたい団体を探そう！
STEP2��参加したい団体が決まったら、メールなどで活動体験を申し込もう。後日、活動日を連絡します。
STEP3� �活動日の連絡があれば、服装や持ち物を準備しよう。※自然の中での活動にはちょっとした注意�

　　　　　点があるので、活動団体の話をよく聞こう。

里山へGO！（里山活動に参加してみよう）

ヤマザクラ
　昔から日本各地に自生し、愛されてきた桜です。町
でよく見かけるソメイヨシノは花が満開になった後
で新しい葉が出てきますが、ヤマザクラは花と一緒
に新しい葉がでてきます。
　鹿背山の里山でもよく見かけますが、自然に育っ
たものがほとんどです。いつもは目立たなくても、花
が咲く春には里山を華やかに飾ります。
　材木は硬くて強く、磨けば光沢が出るので、高級家具
や楽器、建築などに使用されます。また、香りのよさから
燻製を作るときのスモークチップにも使われます。
　鹿背山でも、このような使い方ができれば、自然劣
化を少しでも食い止めることができるでしょう。
クヌギ
　樹液は、カブトムシやクワガタムシの大好物です。成
長は早くて15～25年ほどで切れる大きさになります。
　ブナは実生からしか更新しませんが、クヌギは木を
切っても切り株から新しい芽が出ます。（萌芽更新）
　鹿背山の里山では中心的な木で、秋には丸いどん
ぐりが実ります。　
　生長が早く、薪などの燃料として利用されていま
したが、燃料革命により伐採されなくなったことに
より、鹿背山の里山では大

だ い け い ぼ く

径木になっています。

里山の落葉樹



おめでとうございます
　バーモントカップ第27回全日本少年フットサル大
会京都大会で、
市内で活動し
ているガット
フットサルス
クールが優勝
し、昨年から2
連覇しました。
おめでとうご
ざいます。

7月
8日

ありがとうございました
　外国語指導助手のランプトン・アレックサンダー・ジ
ェームズさんが、木津川市での任期を終えられました。
アレックサンダーさ
んは、１年間、木津中
学校と木津第二中学
校 でALTと し て 活
動してくださいまし
た。新天地での活躍
をお祈りします。

7月
24日

夏の風物詩
　木津川市夏祭りに、
約50,000人の方が訪
れ、楽しいひとときを
過ごしました。メイン
イベントの花火打ち上
げでは、迫力と美しさ
に、会場から大歓声が
沸きあがりました。

 7月
 29日

ふるさと応援寄附金をいただきました
〔活用コース名：万葉の里メニュー〕
　吉澤 秀悟　様（京都府木津川市）　30,000円
〔活用コース名：こども夢・未来事業〕
　hiroshi saegusa　様（千葉県茂原市）
　　　　　　　　　　　　　　　　 10,000円
　西野 義孝　様（兵庫県西宮市）　　10,000円
〔活用コース名：観光振興事業〕
　六嶋 一聡　様（東京都渋谷区）　　10,000円
〔活用コース名：市長にお任せ〕
　櫻井 茂樹　様（東京都大田区）　 100,000円

　いただきました寄附金は、万葉の里メニューなど、
広くまちづくりに活用させていただきます。ありが
とうございました。
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おめでとうございます
　西口凛さんが、
第40回 京 都 府 小
学生空手道選手権
大会の小学1年生
男子の部、組手で
優勝されました。
　また、第17回全
日本少年少女空手
道選手権大会に、
京都府代表として出場され、3位に入賞されました。
おめでとうございます。

6月
4日

防犯まちづくり賞を受賞しました
　長年にわたる犯罪のない安心・安全なまちづくりに
対する顕著な功績が認められ、塚田高司さん（写真左）
と京都府立木津高等学校（写真右）が「京都府防犯まち
づくり賞」を受賞されました。おめでとうございます。

7月
24日

清和工業株式会社　竣工
　清和工業株式会社様が、梅美台に京都木津川ECT
センターを竣工されました。これを記念して、7月12
日に竣工式が開催されました。
　ECTセンターでは、自動車や農業機械の部品・用品
の製造などに取
り組まれます。
なお、今回の立
地により、木津
南地区の立地施
設は14施設にな
りました。

 7月
 12日

行革推進委員会へ諮問
　第3次大綱の策
定に向けて、木津
川市行財政改革
推進委員会（写真
左　澤井会長）へ
諮問をおこない
ました。

7月
13日

広報           2017.917



　Getting to work on a bicycle in this September heat is 
rough! I come in to work exhausted with the whole day still 
ahead of me. I hope you’re all having a more comfortable time 
getting to work and taking the proper precautions against 
heat stroke.
　As it’s always sunny in Hawaii, walking or biking to work 
is usually uncomfortably hot. However, with the car being the 
most popular mode of transportation in the island state, most 
residents don’t experience that heat. According to the results 
of a survey asking workers how they commute 81% of them 
said by car.
　But why do so many locals use cars as their main form 
of transportation? The availability and reliability of public 
transportation is a major contributor to this trend toward 
personal automobiles. The most widely used form of public 
transportation is the state run bus system called TheBus. 
While it is a cheap option to get where you need to go, it is 
notorious for being unreliable and never on time. Buses are 
sometimes more than 30 minutes late and occasionally fail 
show up at all. Quite stressful if you’re trying to get to work 
or school on time. 
　While the occasional late bus is frustrating, their lack of 
timeliness is somewhat understandable. 71% of jobs are 
located in the Honolulu area, but less than half of the entire 
working population live there, meaning most locals have 
to drive into the city from other areas to get to work. The 
result is congested roads at peak times in the morning and 
afternoon, in which buses get stuck. During these peak times 
when everyone is either going to work or going home, it’s not 
unheard of to be stuck in traffic for more than an hour. And 
if there’s an accident, a one-way trip could take more than 
two hours. The nightmare never ends for a Hawaii driver. 
　Living in Japan for just over a year, I’m still amazed at the 
timeliness and reliability of Japanese public transportation, 
especially railways. That alone would make anyone want to 
live in Japan for a long time!
　Keep cool the rest of this summer!

Profile Gavyn Guigui
（ギギ・ギャビン）
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出身：ハワイ　年齢：24歳
趣味：料理、まちへ出かけること、カラオケ

　9 月はまだまだ暑いので、自転車で通勤するのは、すごく
大変です。仕事を始める前に疲れ切ったらダメでしょう！皆
さんは心地よく通勤や通学をしていますか。熱中症対策をし
ながら 9 月を乗り切りましょう。
　ハワイもいつも晴れやかで日差しが強いので、自転車や徒
歩で通勤すると、暑くてたまりません。しかし、ほとんどの
住民は車で通勤しているので日々の暑さを感じません。通勤
手段の調査によると、住民の 81% が自動車で通勤するとい
う結果でした。
　ハワイでは、なぜ多くの住民が自動車を利用するのだと思
いますか。主な理由として公共交通の定時性の問題が挙げ
られます。住民に一番広く利用されている交通手段は、ハワ
イ州の公共交通機関である「TheBus」です。安くてどこに
でも行けますが、時間がルーズなことで悪名が高いです。時
刻表の時間より 30 分も遅れて来ることがある上、全く来な
いこともあります。仕事や学校に急いで行きたい時にバスが
来なかったら、とてもストレスになります。
　また、ハワイに住んだことがあれば遅刻の理由を少しでも
理解できると思います。ハワイの仕事の 71％はホノルル市
内にありますが、人口の半分以上が市外に住んでいるため、
市外から市内へ通勤する人で、道路は混雑します。特に高
速道路などは、朝と夕方のピーク時に渋滞していて、バスも
巻き込まれます。ピーク時には 1 時間以上、また交通事故
のある日は片道 2 時間以上かかる場合も珍しくありません。
ハワイの住民は、深刻な渋滞問題に常に直面しています。
　日本に一年ちょっと住んでいますが、日本の公共交通機関
の定時性には今でも驚かされます。電車に一度乗車したら、
誰でも永住したくなると思います！
　まだまだ暑い日が続きますので、熱中症などに気を付けて
ください。

Traffic Nightmare

　「西洋のハロウィーン」の簡単な説明の後、ゲームや
工作、音楽などを楽しみましょう！仮装コンテストや
お菓子交換もおこないますので、色んな格好をして、
ぜひ友達にあげたいお菓子を持って来てください！
■時10月1日（日）　午前10時～正午
■所東部交流会館「多目的ホール」
■対市内にお住まいの小学生 
■定  30人（保護者含め60人） 抽選

■申  9月20日までに直接または電話、ファックス、電
子メールで、参加者氏名、年齢、保護者氏名、住所、
電話番号、メールアドレスを記入して次へ。

　学研企画課　☎75-1201
　 fax 75-2701　 kikaku@city.kizugawa.lg.jp
■持交換用のお菓子（300円まで）
■他仮装しなくても参加できます。

きっづ ハロウィーンカーニバル
国際交流員やALTたちと一緒にハロウィーンを楽しみませんか？

■時①10月15日（日）　②10月29日（日）
　午後1時～4時
■所いずみホール（中央交流会館）
■対  市内にお住まい又はお勤め・在学の方で、既に日

本語支援活動をされている方および９月の養成
講座を受講された方
■内①動詞と形容詞の活用　②授受表現

■講京都にほんごRings
■定30人 先着

■申・■問9月26日～10月12日に電話で次へ。
■市国際交流協会
　☎71–8130　URLwww.kiea.info
■主（公財）京都府国際センター、市国際交流協会

日本語支援ボランティア研修会
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○イベント記事については、税込表示となっています

9月

10月

     1 2 
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
 1 2 3 4 5 6 7 8 9

教室・イベント情報などを案内しています。
アスピアやましろ
 URL http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/aspia/
山城プール
 URL http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/yasuragi-town/

fax 86-5852

9月

10月

     1 2 
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
 1 2 3 4 5 6 7 8 9

教室・イベント情報などを案内しています。
 URL http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/ajisai/

fax

2017

9

あじさいクラブ参加者募集
定期講座は、いつでも初回体験料500円で参加可能です。
材料費などが別途必要です。必ず事前に連絡してください。

はじめてのシャンソン
シャンソンの名曲をみんなで歌います。歌詞は日本語ですの
で、どなたでも楽しく思い切り歌えます。
■時第1・3火曜日　午前10時～11時30分
■￥3,500円／月

元気になるヨガ
体が硬くても大丈夫です。深い呼吸とともに体を動かし、心
も体も元気になりませんか。
■時第1・3木曜日　午後1時～2時
■￥3,300円／月

石ころアート
身近にある石ころに、愛らしくリアルな動物を描きます。
■時第2火曜日　午前10時～正午
■￥1,500円／月

たのしい色鉛筆画
まずはぬり絵から、マイペースに描きましょう。
■時第2・4日曜日　午前10時30分～午後0時30分
■￥1,800円／月

■申電話または直接、加茂文化センターへ。

ホールで弾こう！ピアノ演奏体験
「スタンウェイ」を弾いてみませんか。ホールでコンサート
気分を味わえます。
■時9月30日（土）、10月1日（日）・9日（月・祝）・15日（日）
　午前10時～午後8時の間で1時間／枠
　1申請者につき1日連続2時間まで利用可能 先着

■￥市内にお住まい・お勤めの方　無料
　 市外にお住まい・お勤めの方　1,000円／時間
　※空調費として1,000円／時間が別途必要です。
■申  利用希望日の前日までに、電話または直接アスピアやまし

ろへ。
■他  複数人での利用は可能ですが、レッスン・営利目的の利用

はできません。

アスピアグラウンドゴルフくらぶ　参加者募集
■時9月5日（火）・12日（火）・20日（水）・27日（水）※月例会
　午前9時～午後4時（受付　午後2時まで）
■￥300円／回　（会員登録者　200円／回）
■申当日、不動川公園へ直接お越しください。

第２回　ミュージカル・ワークショップ

アスピアくらぶ生徒募集
手相学入門
■時・無料体験会
　　9月7日（木）　午後1時～2時
　・本講座（10月から全6回）
　　第1木曜日　午後1時～2時30分
■￥2,000円／月

パッチワークキルト　1日無料体験レッスン（講習料無料）
カテドラルウィンドウのトートバックを作りましょう。
■時9月13日・27日（水）　午後1時～3時
■￥1,080円／回
■持裁縫道具

歌・踊り・演技などプロのダンサーに教わってみませんか。
■時10月21日（土）　午前11時～午後6時
　10月22日（日）　午前10時～午後3時30分
　※必ず2日間とも参加してください。
■定40人
■申電話または直接、加茂文化センターへ。
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9月

10月

     1 2 
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
 1 2 3 4 5 6 7 8 9　

fax 72-2801
施設・教室・イベント情報 ブンスポジョウホウ 検索

公益財団法人木津川市
緑と文化・スポーツ振興事業団

☎39-8500　 fax 73-6878
URL http://www.bunspo-shinko.or.jp/ ブンスポジョウホウ 検索

庭木の手入れ教室
道具の使い方や庭木の剪定の仕方が楽しく学べます。今回
は落葉樹を中心におこないます。
■時11月19日（日）　午前9時30分～午後0時30分
■所西部交流会館
■対市内にお住まいの方
■定16人 先着

■￥1,000円（別途テキスト代200円）
■持筆記用具、軍手、タオル
　※お持ちの方は剪定バサミ、刈込バサミ、剪定ノコギリ
■申9月19日から電話で事業団へ。
　※開催1週間前までに窓口で料金を支払いください。

文化・スポーツ交流教室　秋の無料体験会
山城支所別館
キッズダンス
■時火曜日（月3回）　午後5時30分～6時30分
■￥4,000円／月
■対年長～小学生
■他体験日　10月3日・10日・17日（火）
楽しく出来る自彊術
■時水曜日（月3回）　午前10時15分～11時45分
■￥3,000円／月
■持バスタオル又はヨガマット、飲み物
■時体験日　10月4日・11日・18日（水）
オカリナ
■時木曜日（月2回）　午後7時30分～9時
■￥3,000円／月
■他体験日　10月5日・19日（木）

西部交流会館
こどもアトリエ（小学生）
■時水曜日（月2回）　午後4時30分～6時
■￥3,500円／月
■持水彩絵の具セット
■他体験日　10月4日・18日（水） 
こども空手
■時木曜日（月3回）　午後5時～6時
■￥4,000円／月
■対年長～小学生
■他体験日　10月5日・12日・19日（木）
楽しく体育
■時木曜日（月3回）
　①年少　　　　　午後3時40分～4時30分
　②小学1・2年生　午後5時40分～6時40分
■￥①3,800円／月
　②4,000円／月
■他体験日　10月5日・12日・19日（木） 

フットサル
■時木曜日（月3回）
　年中～小学2年生　午後4時30分～5時30分
　小学3～6年生　　午後5時30分～7時
■所上狛駅東公園
■￥3,600円／月
■他体験日　10月5日・12日・19日（木）

体験には申込みが必要です。さまざまな交流教室をおこない
ますので、詳しくは事業団事務局へ問い合わせてください。

秋のアートフレーム作り
ボードに秋の木の実やプリザーブ
ドフラワーなどをあしらったフレ
ームを作ります。
■時10月11日（水）　午前10時～正午
■所「研修室1・2」
■￥500円（別途材料費1,500円）
■持はさみ
■定20人
■講勝田 智子（四季のフラワーアレンジメント講師）
■申9月1日から、電話または直接、いずみホールへ。

ステージ発表や作品展示会の参加者を募集しています。
■対  市内にお住まいで、文化活動をされている個人や家族、サ

ークル（代表者が市内にお住まいであること。）　など
■時11月18日（土）　午後1時30分～3時30分
　※展示は午前10時～午後4時
■所「多目的ホール」「研修室」
■申  9月17日までに、所定の用紙に記入し、いずみホールへ。

■内  リトミック、親子あそび、こどもアトリエ、こども体育、キ
ッズダンス、日本画、らくらく健康体操 健美操、着物着付
け、空手

■他  各教室の体験日時や定員・材料費は問い合わせてください。

いずみホール　ダンスパーティー
■時9月10日（日）　午後1時30分～（開場　午後1時15分～）
■申当日券があります。

季節の文化交流教室

クリスマスアレンジも
別途ついています！

いずみdeコンサート＆作品展

いずみ文化・スポーツ交流教室　秋の無料体験会
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新しくはいった本 （山城図書館）

中央図書館

加茂図書館

山城図書館

☎ 72-2980

☎ 76-6466

☎ 86-5001

10月

9月

全館休館日 山城図書館
のみ開館日

山城図書館
のみ閉館日
山城行政サービス
コーナーも閉庁

  1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
 1 2 3 4 5 6 7

一般書

月〜金曜日

加茂図書館
おはなし会（おはなしポケット）
■時9月3日・17日、10月1日（日）
　午前10時30分～11時
　※ 9月17日（日）は敬老会のため、加茂

支所正面駐車場は利用できません。

山城図書館
おはなし会
■時9月10日（日）　午前11時～
　「のりもの」のおはなし
　9月17日（日）　午前11時～
　「おはなし108」による読み聞かせ
　9月24日（日）　午前11時～
　「おつきみ」のおはなし
■所絵本コーナー

児童書

全国の犬像をめぐる 　青柳 健二／著　青弓社
図書館職員からのオススメ本 （山城図書館）

　待ち合わせ場所として有名な渋谷の「忠犬ハチ公」をはじめ、
飼い主の代わりにお伊勢参りをした「おかげ犬」、「盲導犬サーブ」

「高野山の案内犬ゴン」など、全国各地の忠犬や愛犬の像が写真と
ともに紹介され、人間と犬の深いつながりを感じさせる1冊です。

曜日

中央図書館
土曜シアター　
世界名作劇場・完結版
「あらいぐまラスカル」
■時9月9日（土）　午後2時～3時30分
　（開場　午後1時45分～）
■所2階「視聴覚室」
ホリデーシアター　「三国志8」
■時9月17日（日）　午後2時～3時30分
　（開場　午後1時45分～）
■所2階「視聴覚室」
※ 開始後15分経って参加者がいない

場合、上映を中止します。
しっとりしみじみ大人の朗読会
■内  「いろはに、こんぺいとう」
　「なめとこ山の熊」「チヨ子」ほか
■時9月10日（日）　午後1時30分～
■所2階「視聴覚室」
■主おはなし108
写真展〜都市流景〜
■時9月9日（土）～17日（日）午後3時
■所2階「展示ホール」
■出吉村 勝　氏
おはなし会（朗読サークル「こだま」）
絵本・紙芝居のよみきかせ
■時9月2日、10月7日（土）
　午前10時30分～正午
おはなし会
■時9月16日（土）　午前11時～11時30分

　昔話や詩などを、みんなで一緒に音読しませんか？
■時9月27日（水）　午後2時～3時
■所アスピアやましろ「和室」（椅子を準備します。）　
■定12人 先着　■対18歳以上の方　■持 筆記用具、飲み物
■申9月5日午前10時から、直接、各図書館へ。
■他 テキストは図書館で用意します。

山城図書館　大人のための音読ひろば（第2回）

　加茂町の歴史を学んでみませんか。やさしく説明します。
■時9月28日（木）　午後1時30分～3時
■所加茂保健センター1階「健康相談室」　■講芝野（文化財保護課職員）
■対市内にお住まい・お勤め・在学している方　■定20人 先着
■申 9月8日午前10時から、所定の用紙に必要事項を記入し、直接、加茂図書館へ。

加茂図書館　「加茂町の歴史を学ぶ」講座

片づけたい� 赤瀬川 原平　ほか／著　河出書房新社
　片づけには、その人の生き方が表れます。阿川佐和子

「紙の山生活」、島崎藤村「障子」など、古今の作家たちが
片づけについて綴ったエッセイ32作を収録。
よっぽどの縁ですね� 大谷 徹奘／著　小学館
　たった1回の人生をどう歩くのかは、自分と対話し
て、決めてください。全国各地で「心の授業」を展開する、
薬師寺副執事長によるCDブックです。

ん　ひらがな大へんしん!　
まつもと さとみ／作　すがわら けいこ／絵　汐文社

　ひらがなの「ん」を練習中のなっちゃんの前に、「ん」が現れた。
なっちゃんを乗せて空を飛んだ「ん」は運動場へ向かうが…。
ようかいりょうりばんづけ�澤野 秋文／作　佼成出版社
　妖怪世界で活躍する、グルメ覆面調査員のとうふこぞ
うが出会った豆腐をさっそく料理番付で紹介すると…。
奇想天外で楽しいお話です。
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け　い　は　ん　な　記　念　公　園

けいはんな映画劇場

け　い　は　ん　な　プ　ラ　ザ

水景園のいけばな教室
■時  9月7日・21日（木）
　午後1時30分～4時
■所水景園　観月楼　研修室
■￥2,000円
■申  開催3日前まで

に電話で申し込
みください。

秋雲コンサート〜リコーダーの世界〜
■時9月10日（日）　午後2時～3時
■所水景園　観月楼　地階
■￥庭園入園料

第12回　月のアート展
■時9月19日（火）～10月9日（月・祝）
　午前9時～午後5時
■所水景園　観月楼　ギャラリー月の庭
■￥庭園入園料

ポケットマルシェ in
けいはんな記念公園24th
■時9月23日（土・祝）・24日（日）
　午前9時30分～午後4時
■所芝生広場

観月の夕べ
■時10月7日（土）・8日（日）
　午後5時30分～9時
■所水景園

■￥通常の庭園入園料　一般200円、小・中学生100円（60歳以上は、年齢が証明できるものの提示で無料）
■申・■問けいはんな記念公園管理事務所　☎0774-93-1200　URL http://keihanna-park.net/

　観るもの全てが恋に落ちる、極上のミュ
ージカル・エンターテイメントです。
監　督　デイミアン・チャゼル
出　演　ライアン・ゴズリング
　　　　エマ・ストーン　ほか
配　給　ギャガ／ポニーキャニオン
■時10月6日（金）　
　午前10時30分～、午後1時30分～、午後6時30分～
　10月7日（土）
　午前10時30分～、午後1時30分～、午後4時30分～
■￥※当日券のみ
　一般1,000円、　小・中学生、シニア（60歳以上）700円
　けいはんなプラザ友の会会員700円

ラ・ラ・ランド 　2ヴァイオリンとピ
アノのインストゥルメ
ンタル・ユニット。楽器
本来のもつ「生音」にこ
だわった演奏で、クラ
シックはもちろん、映
画音楽・ジャズ・ゲーム
音楽からアニメ曲まで多彩な楽曲を披露！
■時  12月24日（日）　午後3時～
　（開場　午後2時30分～）
■￥全席指定（税込）
　一般　4,500円
　※未就学児入場不可
■申  けいはんなプラザ友の会先行予約は9月19日

午前10時から（電話予約のみ）、一般発売は9月
30日午前10時から次へ。

　（株）けいはんな　☎0774-95-5115

TSUKEMEN　Tour　2017

　世界各地で500公演以
上を開催、オーディエン
スを熱狂させたプロジ
ェクションマッピング
パフォーマンス集団「白
A」。「テクノサウンド」と

「映像」そして「パフォー
マンス」の融合を表現する次世代型エンタテイ
メント！初の京都公演決定！
■時  11月25日（土）　午後7時～
　（開場　午後6時30分～）
■￥全席指定（税込）
　前売一般　　　　　　　　4,500円
　けいはんなプラザ友の会　4,000円
　当日一律　　　　　　　　5,000円
　※3歳未満無料（膝上観覧）
■申（株）けいはんな　☎0774-95-5115

白A THE ENTERTAINMENT SHOW!

けいはんなプラザ・プチコンサート
あなたを想って…
■時9月13日（水）
■内モーリス ラヴェル／クープランの墓（より抜粋）
■出原 由莉子（ピアノ）
ソプラノ＆ピアノコンサート〜季節の風を感じて〜
■時9月27日（水）
■内ガーシュウィン／オペラ「ポギーとベス」よりSummer time
■出木村 美穂（ソプラノ）、石澤 久美子（ピアノ）
■時午後0時15分～0時45分
■所アトリウム
■問  けいはんなプラザ・プチコンサート実行委員会 業務委託先　

MyRhythm音楽事務所　☎0774-95-3361
※9月6日・20日は休みです。

■時9月10日（日）　午後1時30分～、午後4時30分～
■￥  前売4,000円　けいはんなプラザ友の会4,300円
　当日一律4,500円　※全席指定（税込）
■問  （株）けいはんな　☎0774-95-5115

吉本新喜劇・よしもとお笑いライブinけいはんな2017

（C）2016 Summit Entertainment,
LLC.All Rights Reserved.
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

け
い
は
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座

～
赤
ち
ゃ
ん
に
大
事
な
３
つ
の
こ
と
～

　
学
研
都
市
で
進
む
最
新
の
赤
ち
ゃ
ん
の
研
究
を
紹

介
し
、パ
パ
・
マ
マ
や
専
門
の
仕
事
に
携
わ
る
方
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化

学
部
の
上
野
有
理
教
授
に
よ
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の〝
食
べ
た
い
〟は
ど
こ
か
ら
？

　
お
腹
の
中
に
い
る
時
か
ら
鍛
え
ら
れ
て
い
る
赤
ち

ゃ
ん
の
味
覚
や
嗅
覚
の
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
15
日（
金
）　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
５
階「
黄
河
」

■定
40
人 

先
着

■他 

専
門
家
向
け
の
内
容
で
す
が
、ど
な
た
で

も
受
講
可
。※
子
供
の
入
室
は
不
可
。

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に『
い
た
だ
き
ま
す
！
』

　
赤
ち
ゃ
ん
と
何
を
ど
う
食
べ
る
か
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
16
日（
土
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
３
階「
ナ
イ
ル
」

■定
１
０
０
人 

先
着

■他
お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
ス
ペ
ー
ス
あ
り
。

　
※
子
供
と
一
緒
に
受
講
可
。

■申 

９
月
13
日
ま
で
に
、「
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座
参
加

申
込
」と
明
記
し
、希
望
の
日
程
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、性
別
、年
代
、住
所
、電
話
番
号
、同

伴
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
人
数
・
年
齢
を
記
入

し
、フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
子
メ
ー
ル
で
次
へ
。

 

※ 

送
受
信
ミ
ス
防
止
の
た
め
、申
込
み
後
２
日
以
内

に
返
信
が
な
け
れ
ば
次
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■主
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

　 

☎
０
７
７
４
‐
95
‐
５
０
３
４

　
fax 

０
７
７
４
‐
98
‐
２
２
０
５

　

 akachan@
m

l.keihanna-plaza.co.jp

■他 

監
修
は
、同
志
社
大
学 

赤
ち
ゃ
ん
学
研
究

セ
ン
タ
ー
で
す
。

京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
２
０
１
７

安
寧
で
持
続
的
な
未
来
を
創
る
地
域
と
産
業

～「
超
快
適
」ス
マ
ー
ト
社
会
の
創
出
～

　
最
先
端
の
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
な

ど
を
活
用
し
た
新
た
な
取
組
み
の
紹
介
を
通
じ

て
、ス
マ
ー
ト
な
未
来
社
会
を
体
感
で
き
ま
す
。

■時 

本
イ
ベ
ン
ト
　
９
月
28
日（
木
）・
29
日（
金
）

■所   

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
、国
際
高
等
研
究
所

■申 

９
月
15
日
ま
で
に
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

　URLhttps://expo.sm
artcity.kyoto/

■問 

京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
運
営
協

議
会
事
務
局
　
☎
０
７
５
‐
８
２
３
‐
１
１
０
９

特
別
講
演
会

　
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
細
井
学
長
と
吉
本
興
業
の

間
寛
平
さ
ん
他
を
迎
え
、長
寿
社
会
を
考
え
ま
す
。

■時 

９
月
29
日（
金
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

■所 

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ「
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
」

■定 

１
，０
０
０
人 
先
着

■申 

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
往
復
は
が
き

で
、９
月
19
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。※
１
通
に
つ
き
４
人
ま
で
。

・
は
が
き
の
場
合

　 

往
信
表
面
　
〒
６
０
４
‐
８
４
４
５

　 

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
徳
大
寺
町
１

　 

京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
運
営
協

議
会
事
務
局

　�

往
信
裏
面
　
住
所
、申
込
み
代
表
者
の
氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、申
込
み
人
数

　
返
信
表
面
　
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
、氏
名

　
返
信
裏
面
　
何
も
記
入
し
な
い
こ
と
。

■問 

京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
運
営
協
議
会

事
務
局
　
☎
０
７
５
‐
８
２
３
‐
１
１
０
９

「
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
け
い
は
ん
な
」サ
ポ
ー
タ
ー

募
集 

２
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
、未
来
の
産
業
・
商
品
づ
く

り
、街
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
組
織

「
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
け
い
は
ん
な
」に
協
力
い
た
だ
け

る
新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の
２
次
募
集
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

協
力
い
た
だ
く
主
な
内
容

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査

・ 

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
グ
ル
ー
プ
調
査

・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
研
究
開
発
に
関
す
る

検
討
会
へ
の
）参
加

・ 

試
作
品
評
価
／
試
験
運
用
の
実
証
実
験
に

参
加
い
た
だ
く
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
評
価

■対 

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
お
よ
び
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
や
、け
い
は
ん
な
学
研
都
市

を
応
援
い
た
だ
け
る
方

≪
特
典
≫�

ポ
イ
ン
ト
交
換

　
調
査
の
種
類
や
内
容
に
応
じ
て
、ポ
イ
ン

ト
を
差
し
上
げ
、貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
に
交
換
で
き
ま
す
。11
月
末
ま
で

に
初
め
て
登
録
い
た
だ
い
た
方
に
、１
０
０
ポ

イ
ン
ト
を
進
呈
し
、20
人
に
５
，０
０
０
円
分

の
グ
ル
メ
カ
ー
ド
進
呈（
抽
選
）し
ま
す
。

■問 （
公
財
）関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機

構
Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
支
援
セ
ン
タ
ー

　URL https://w
w

w
.kri.or.jp/rdm

m
/club/

浅
田
次
郎
講
演
会 

「
時
代
小
説
の
楽
し
み
方
」

　
紫
綬
褒
章
・
直
木
賞
受
賞
作
家
で
あ
る

浅
田
次
郎
氏
は
、「
地メ

ト

ロ

下
鉄
に
乗
っ
て
」、

「
鉄ぽ

っ

ぽ

や

道
員
」、「
壬
生
義
士
伝
」、「
お
腹
召
し
ま

せ
」な
ど
を
執
筆
し
、そ
の
多
彩
な
作
風
で
多

く
の
読
者
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。時
代

小
説
の
楽
し
み
方
、作
家
と
し
て
の
生
き
方

な
ど
、「
笑
い
」と「
涙
」溢
れ
る
作
品
を
生
み

出
す
浅
田
先
生
の
講
演
会
に
、ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。 

■時 

10
月
22
日（
日
）　
午
後
２
時
～

　（
開
場
　
午
後
１
時
～
）

■所  

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ「
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
」

■申 

① 

㈱
け
い
は
ん
な
☎
０
７
７
４
‐
95
‐
５
１
１
５

　
② 

ケ
イ
・
ネ
ッ
ト
平
和
堂
　
京
田
辺
店

　
　
☎
０
７
７
４
‐
65
‐
２
１
０
９

　
③ 

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
　
Ｐ
コ
ー
ド
　
６
３
６
‐
２
１
７

　
④ 

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
　
Ｌ
コ
ー
ド
　
５
４
２
４
６

※ 

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は

発
券
手
数
料
な
ど
が
必
要
で
す
。

※ 

購
入
後
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
②
～
④
の
販
売
は
10
月
17
日
ま
で
で
す
。

■￥ 

前
売
　
１
，０
０
０
円（
全
席
指
定
／
税
込
）

　
当
日
　
１
，５
０
０
円
　
※
未
就
学
児
入
場
不
可
。

■問 

㈱
け
い
は
ん
な
　
事
業
部

　
☎
０
７
７
４
‐
95
‐
５
１
１
５

■主 

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

浅田 次郎　氏
（撮影：森 清）
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平
成
30
年
２
月
中
旬
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す
！

　
住
民
票
や
印
か
ん
証
明
に
加
え
て
、次
の

証
明
書
も
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

追
加
さ
れ
る
証
明
書

・�

戸
籍
全
部
事
項
、個
人
事
項
証
明
書（
戸
籍

謄
本
・
抄
本
）

・�

戸
籍
の
附
票
全
部
・
一
部
証
明（
戸
籍
の

附
票
謄
本
・
抄
本
）

・�

住
民
税
課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書

　
※  

追
加
さ
れ
る
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取

得
す
る
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

で
は
、取
得
で
き
ま
せ
ん
。

　
※  

戸
籍
な
ど
の
証
明
書
は
、木
津
川
市
に
本

籍
が
あ
る
場
合
の
み
、取
得
で
き
ま
す
。

■問
市
民
課
　
☎
75
‐
１
２
１
０

■他
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
の

申
請
・
交
付
　
休
日
窓
口
の
お
知
ら
せ

　
申
請
お
よ
び
受
け
取
り
休
日
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。

■時
９
月
10
日（
日
）、10
月
14
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午

■所
市
民
課
　
※
本
庁
の
み

■内 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
の 

申
請
・
交
付

　
※ 

交
付
は
、交
付
案
内
通
知（
は
が
き
）を

お
持
ち
の
方
の
み

■問
市
民
課
　
☎
75
‐
１
２
１
０

印
か
ん
登
録
証
が 

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
変
わ
り
ま
し
た

　
い
づ
み
姫
を
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
白
色
の
登

録
証
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で（
旧
木
津
町
・
加
茂
町
・
山
城
町
を

含
む
。）の
印
か
ん
登
録
証
も
引
き
続
き
利
用
で

き
ま
す
の
で
、交
換
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
市
民
課

　
☎
75
‐
１
２
１
０

就
業
構
造
基
本
調
査
に 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局（
京
都
府
、木
津
川
市
）で

は
、就
業
構
造
基
本
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、国
民
の
普
段
の
就
業
・
不

就
業
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、雇
用
政

策
を
始
め
、経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
８
月
末
か
ら
、統
計
調
査
員
が
国
に
指
定

さ
れ
た
地
域
へ
事
前
調
査
に
赴
き
、９
月
下

旬
以
降
に
、調
査
対
象
の
世
帯
に
調
査
票
を

持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
総
務
課
　
☎
75
‐
１
２
０
０

就業構造基本調査
シンボルマーク

す
べ
て
の
事
業
者
に
個
人
情
報 

保
護
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
個
人
情

報
保
護
法
）の
改
正
・
施
行
に
よ
り
、取
り
扱

う
個
人
情
報
の
数
に
関
わ
ら
ず
、す
べ
て
の
事

業
者
が
個
人
情
報
保
護
法
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。

　  

事
業
者
に
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、自
治
会
や
同
窓
会
な
ど
の

非
営
利
組
織
も
含
ま
れ
ま
す
。

　  

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、個
人
情
報
を
適
切
に

取
り
扱
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

個
人
情
報
と
は
、生
存
す
る
個
人
に
関
す

る
情
報
で
あ
り
、氏
名
や
生
年
月
日
な
ど

に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
な
ど
を
い
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
―
５
つ
の
基
本

　
① 

個
人
情
報
を
取
得
す
る
時
は
、何
に
使

う
か
目
的
を
決
め
て
、本
人
に
伝
え
る
。

　
② 

取
得
し
た
個
人
情
報
は
、決
め
た
目
的

以
外
に
は
使
わ
な
い
。

　
③ 

取
得
し
た
個
人
情
報
は
、安
全
に
管
理
す
る
。

　
④ 

個
人
情
報
を
他
人
に
渡
す
際
は
、本
人

の
同
意
を
得
る
。

　
⑤ 

本
人
か
ら
の「
個
人
情
報
の
開
示
請
求
」

に
は
応
じ
る
。

　
詳
し
く
は
、個
人
情
報
保
護
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、個
人
情
報
保

護
法
質
問
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
03
‐
６
４
５
７
‐
９

８
４
９
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
課
　
☎
75
‐
１
２
０
０

！

平
成
29
年
中
に
家
屋
の
取
り
壊
し
・

増
改
築
を
し
た
方
へ

届
出
は
お
済
み
で
す
か
？
確
認
を
！

　
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
に

存
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
建
物
滅
失

届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

取
り
壊
し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

※ 

取
り
壊
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
場
合

は
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

※ 「
建
物
滅
失
届
出
書
」は
、税
務
課
に
あ
る
ほ

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

！ 

届
け
出
て
い
な
い
方
は
、次
の
手
続
き
を
！

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　
法
務
局
で
、平
成
29
年
中
に「
建
物
滅
失
登

記
」、「
建
物
表
示
変
更
登
記
」を
し
ま
し
た
か
？
　

は

　い 
 

税
務
課
へ
の
届
出
は
不
要
で
す
。

い
い
え  

  

年
内
に
、法
務
局
で
建
物
減
失

登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。１
月

以
降
に
な
る
場
合
は
、税
務
課

に「
建
物
滅
失
届
出
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場
合

　
税
務
課
に「
建
物
滅
失
届
出
書
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

小
規
模
家
屋
の
新
築
や
増
改
築
の
場
合

　
税
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
、住
宅
用
地
に

対
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■問
税
務
課
　
☎
75
‐
１
２
０
３
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

屋外広告物の例

広告塔

軒下広告

建植広告
（立看板）

屋上広告

広
告
塔

軒
下
広
告 電

柱
広
告

貼
紙

貼
紙

の
ぼ
りの

ぼ
り

塀垣広告

や
ま
し
ろ
の
タ
カ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■時
９
月
18
日（
月
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■所
長
岡
京
記
念
文
化
会
館（
長
岡
京
市
）

■内 

山
城
地
域
の
少
年
少
女
合
唱
団
な
ど
に
よ

る
合
唱
、京
都
聖
母
学
院
中
・
高
等
学
校

生
徒
に
よ
る
合
唱
お
よ
び
合
同
合
唱
な
ど

■問 

山
城
広
域
振
興
局

　
企
画
振
興
室

　
☎
21
‐
２
０
４
９

　
fax

22
‐
８
８
６
５

は
じ
め
て
の
木
彫
教
室
　
開
講

　
石
仏
の
里「
当
尾
」に
あ
る
山
の
家
で
、心

静
か
に
仏
像
を
彫
り
ま
せ
ん
か
。

■時 

11
月
12
日
・
19
日
・
26
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時
　
※
３
日
間
受
講

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
、お
勤
め
で
初
心
者
の
方

■定 

10
人 

抽
選

■講
平
杉 

峯
香
　
氏

■￥ 

１
，０
９
０
円（
材
料
費
、傷
害
保
険
料
）

■申 

９
月
22
日（
必
着
）ま
で
に
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、郵
便
番
号
・
住
所
、電
話
番
号
、利
き
腕

を
記
載
し
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
〒
６
１
９
‐
１
１
２
６
　
加
茂
町
尻
枝
七
辻
15
‐
１

　
加
茂
青
少
年
山
の
家
　
☎
・
fax

76
‐
３
１
３
０

■他 

・ 

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・ 

過
去
に
受
講
さ
れ
た
方
の
申
込
み
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
・ 

彫
刻
刀
が
な
い
方
は
、主
催
者
側
で
準

備
し
ま
す
。

■主 

市
教
育
委
員
会

ふ
れ
あ
い
文
化
講
座

■内 

①
東
大
寺
七
重
塔
の
発
掘
と
そ
の
復
元

　
② 

古こ

代だ
い

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え
（
釈
迦
の
誕
生
日
会
）の
系

譜
―
神
雄
寺
跡
出
土
彩さ

い

釉ゆ
う

山さ
ん

水す
い

陶と
う

器き

を

め
ぐ
っ
て
―

■時 

９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■所 

い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■講
① 

箱
崎 

和
久
　
氏（
奈
良
文
化
財
研
究
所
遺

構
研
究
室
長
）

　
② 

上
原 

真
人
　
氏（
辰
馬
考
古
資
料
館
長
）

■定 

２
０
０
人 

先
着

■問 

文
化
財
保
護
課
　
☎
75
‐
１
２
３
２

■主 
木
津
川
市
、木
津
の
文
化
財
と
緑
を
守
る
会
、

興
福
寺

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
の
異
動

　
市
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
が
、次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
10
日
は「
屋
外
広
告
の
日
」

  

屋
外
広
告
物
の
適
正
な
表
示
と
良
好
な
景
観

づ
く
り
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、９
月

10
日
は「
屋
外
広
告
の
日
」と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。屋
外
広
告
物
の
中
に
は
、ま
ち
の
景
観

を
損
ね
て
い
た
り
、歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
脅

か
し
た
り
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、屋
外
広
告
物
の
表
示
の
ル

ー
ル
が
定
め
ら
れ
、府
内
で
は
条
例
に
よ
っ
て

屋
外
広
告
物
の
規
制
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、屋
外
広
告
物

の
適
正
な
掲
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
と
は

　
次
の
４
つ
の
項
目
す
べ
て
を
満
た
し
て
い

る
も
の
で
す
。

① 

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
表
示
さ
れ
る
も
の

②
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

③ 

公
衆（
不
特
定
多
数
の
人
を
対
象
）に
表
示
さ
れ
る
も
の

④ 

看
板
、立
看
板
、は
り
紙
お
よ
び
は
り
札
、

広
告
塔
、広
告
板
、建
物
や
そ
の
他
の
工
作

物
な
ど
に
表
示
さ
れ
た
も
の

屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　
屋
外
広
告
物
を
掲
出

す
る
場
合
は
、必
ず
事
前

に
市
へ
申
請
し
、許
可
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。屋
外

広
告
物
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
、許
可
を
得
て

い
な
け
れ
ば
都
市
計
画

課
へ
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
屋
外
広
告
物
の
表
示

に
は
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、都

市
計
画
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、広
告
物
の
設
置
を
事
業
者
に
依
頼
す

る
場
合
は
、府
の
登
録
を
受
け
て
い
る
業
者
か

ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
都
市
計
画
課
　
☎
75
‐
１
２
２
２

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
　
エ
リ
ン

　
認
知
症
に
不
安
が
あ
る
方
や
、そ
の
家
族

が
気
楽
に
相
談
で
き
る
場
所
で
す
。

■時
９
月
20
日（
水
）　
午
後
２
時
～
４
時

■所 

も
い
ろ
み
ｆ
ｉ
ｋ
ａ
　
お
茶
と
旅
す
る
紅

茶
店
百
色
水
　（
兜
台
７
丁
目
）

■￥
５
０
０
円（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

■申
認
知
症
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
窓
口

　
西
木
津
ぬ
く
も
り
の
里（
福
井
・
馬
場
）

　
☎
73
‐
３
０
５
５

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
、 

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　 「
お
薬
手
帳
」に
、薬
局
で
も
ら
っ
た
薬
を
記

録
し
、そ
れ
を
薬
剤
師
や
医
師
、歯
科
医
師

に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、薬
の
重
複
や
相
互

作
用
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。特

に
、「
電
子
版
お
薬
手
帳
」は
、家
族
全
員
の

薬
を
一
つ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
管
理
で

き
、災
害
時
に
も
薬
の
情
報
を
医
師
な
ど
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
便
利
で
す
。

 

ま
た
、い
つ
も
使
用
す
る
薬
局
を「
か
か
り

つ
け
薬
局
」と
し
て
一
つ
に
決
め
る
こ
と

で
、処
方
さ
れ
た
薬
や
市
販
薬
、サ
プ
リ
メ

ン
ト
な
ど
の
情
報
も
一
元
的
・
継
続
的
に

管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、薬
に
よ
る

治
療
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

■問
山
城
南
保
健
所
　
☎
72
‐
４
３
０
２

箱崎 和久　氏

上原 真人　氏

商号変更
旧
）
工
事
業
者
名

岸
本
水
道
設
備
工
業
所

新
）
工
事
業
者
名

株
式
会
社
　
岸
本
設
備

代表者変更
工
事
業
者
名

株
式
会
社
　
大
西
商
店

新
）
代
表
者
氏
名

大
西
正
晃

工
事
業
者
名

株
式
会
社
　
西
脇
産
業

新
）
代
表
者
氏
名

北
健
之
助

住所変更
工
事
業
者
名

株
式
会
社
　
宮
原
工
業

新
） 

営
業
所
の 

所
在
地

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
清
井

町
36
番
地
２
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国
民
健
康
保
険 

山
城
病
院
組
合 

職
員
募
集

■内
①
事
務
職
員（
大
卒
）　
②
事
務
職
員（
短
大
卒
）

　
③
事
務
職
員（
高
卒
）　
※
若
干
名

■対 

① 

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
者

　 

② 

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
の
出
生
者

で
、短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
し
た
者

　 

③ 

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
の
出
生
者

で
、高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
※ 

い
ず
れ
も
平
成
30
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
。

■申 

９
月
22
日
ま
で（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
。）の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、必
要

書
類
を
持
参
し
、京
都
山
城
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
９
階
事
務
局
へ
。※
郵
送
不
可

■持 

申
込
書（
事
務
局
に
あ
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）、

履
歴
書（
３
か
月
以
内
の
写
真
貼
付
）、 

最
終
学
校
卒
業
証
明
書（
卒
業
証
書
の
写

し
で
も
可
）ま
た
は
卒
業
見
込
み
証
明
書

■時
第
一
次
筆
記
試
験
　
10
月
15
日（
日
）

　
第
二
次
面
接
試
験
　
11
月
上
旬（
予
定
）

　
採
用
予
定
日
　
平
成
30
年
４
月
１
日

勤
務
　 

完
全
週
休
２
日
制
　
月
～
金
曜
日
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休
暇
　 

年
次
有
給
休
暇
　
20
日（
４
月
新
規

採
用
者
は
15
日
）

　
※
そ
の
他
病
気
休
暇
、結
婚
休
暇
な
ど
あ
り

■他 

京
都
府
市
町
村
職
員
共
済
組
合
へ
の
加
入

に
よ
り
保
険
給
付
、貸
付
け
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

■問
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
　
事
務
局

　
☎
72
‐
０
２
３
５

９
月
21
日
～
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
府
民
運
動

　
９
月
は「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
強
化

月
間
」で
す
。思
い
や
り
を
も
っ
た
運
転
意
識

で
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、９
月
30
日
は「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」で
す
。

・ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
は
反
射
材
用
品
な
ど
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。（
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
）

・ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■問
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、総
務
課

　
☎
75
‐
１
２
０
０

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
21
日
～
30
日
　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
慣
れ
た
道
で
も
油
断
せ
ず
、歩
行
者
も
、車

両
の
運
転
手
も
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

「
電
子
ギ
フ
ト
券
で
支
払
い
」は
詐
欺
で
す

　
平
成
29
年
上
半
期
の
京
都
府
内
の
特
殊
詐

欺
被
害
は
、１
５
２
件
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

警
察
官
を
装
っ
た
還
付
金
詐
欺
と
有
料
サ
イ

ト
利
用
名
目
な
ど
の
架
空
請
求
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
被
害
者
の
多
く
は
65
歳
以
上
の
方
で
す
。

不
審
な
電
話
を
受
け
た
ら
、す
ぐ
に
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
木
津
警
察
署
　
☎
72
‐
０
１
１
０

平
成
29
年
度 

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

支
援
事
業
交
付
金

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
、暮
ら
し
や
す
く
、魅
力
的

な
地
域
に
し
よ
う
と
取
り
組
む
活
動
を
応
援

し
ま
す
。

■対 

地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
、地
域
力

再
生
に
取
り
組
む
団
体

対
象
事
業
　
環
境
保
全
、子
育
て
支
援
、防
災
・

　
防
犯
、地
域
産
業
振
興
、農
村
・
都
市
交
流 

な
ど

交
付
率
　
対
象
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

　 

※
交
付
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
、交
付
率
・

交
付
上
限
額
の
優
遇

募
集
期
間
　
10
月
２
日
ま
で

■申
学
研
企
画
課
　
☎
75
‐
１
２
０
１

　
山
城
広
域
振
興
局
企
画
振
興
室

　
☎
21
‐
２
０
４
９

■他 

申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、学
研
企
画
課
・

山
城
広
域
振
興
局
で
配
布
す
る
ほ
か
、府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

■時 

10
月
８
日（
日
）　
午
前
９
時
～
正
午

■所 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

■内 

心
肺
蘇
生
法
、異
物
除
去
法
、止
血
法
お
よ

び
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の 

使
用
方
法
な
ど

■対 
市
内
に
お
住
ま
い
、お
勤
め
の
中
学
生
以
上
の
方

■定 
30
人 
先
着

■申 

９
月
29
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。）に
電
話
で
次
へ
。

■問 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
警
防
課
救
急
係
　
☎
75
‐
１
３
８
２

お
達
者
広
場
で
認
知
症
予
防

　
楽
し
み
な
が
ら
、認
知
症
を
予
防
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
募
集

■時
10
月
～
平
成
30
年
２
月
の
水
曜
日

　
※
11
月
29
日
、平
成
30
年
１
月
３
日
を
除
く
。

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
※ 

10
月
25
日
、11
月
22
日
、平
成
30
年
２
月

28
日
は
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■内
認
知
症
予
防
、健
康
体
操
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■対
市
内
に
お
住
ま
い
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

■定
25
人 

先
着

■￥
１
，０
０
０
円
／
月（
教
材
費
な
ど
）

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
お
達
者
広
場
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会

■時
９
月
29
日（
金
）　
午
前
10
時
～
正
午

■所
木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■共
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
木
津
支
部

■後 

木
津
川
市
、市
社
会
福
祉
協
議
会
、市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

■申 ・
■問
・
■主
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
達
者
き

ず
な
サ
ポ
ー
ト

　
福
井
　
☎
０
９
０
‐
４
３
０
７
‐
４
０
２
３

　
小
島
　
☎
０
９
０
‐
６
３
２
１
‐
４
９
０
６

海
外
派
遣
事
業
　
帰
国
報
告
会

■時 

９
月
９
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

■所 

東
部
交
流
会
館
　
■内 

派
遣
団
員
発
表
な
ど

■問 

国
際
交
流
協
会
事
務
局
　
☎
71
‐
８
１
３
０

■他 

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■主 

国
際
交
流
協
会
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

「
起
業
」と「
企
業
」の 

サ
ポ
ー
ト
窓
口
　
設
置

　
起
業
し
た
い
方
、経
営
の
課
題
を
解
決
し

た
い
方
、気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■内 

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
特
定
創
業

支
援
事
業（
創
業
補
助
金
・
法
人
設
立
に
伴

う
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
な
ど
）に
対
応

■問
市
商
工
会
　
☎
72
‐
３
８
０
１

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

　
水
防
法
の
改
正
に
伴
い
、淀
川
河
川
事
務

所
か
ら
公
表
さ
れ
た「
洪
水
浸
水
想
定
区
域

図
」を
反
映
さ
せ
、新
た
に「
家
屋
倒
壊
等
氾

濫
想
定
区
域
」「
浸
水
継
続
時
間
」を
追
加
し
、

市
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、想
定
し
得
る

最
大
規
模
の
降
雨
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

■問
危
機
管
理
課
　
☎
75
‐
１
２
０
６

■他 

詳
し
く
は
、国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　URL http://www.kkr.mlit.go.jp/yodogawa/

来
年
度
小
学
生
に
な
る
皆
さ
ん
へ

　
来
年
度
、小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん

に
対
し
、入
学
前
の
健
康
診
断
を
お
こ
な
い
ま

す
。10
月
初
旬
に「
就
学
時
健
康
診
断
の
お
知

ら
せ
」を
保
護
者
あ
て
に
お
送
り
し
ま
す
。健

康
診
断
の
受
診
に
必
要
な
書
類
も
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

転
出
・
転
居
さ
れ
る
予
定
の
方
や
、入
学

予
定
校
の
健
診
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
、

学
校
教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

木
津
小
学
校
　
　
　
11
月
13
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～

相
楽
小
学
校
　
　
　
10
月
17
日（
火
）

 

午
後
１
時
30
分
～

高
の
原
小
学
校
　
　
11
月
21
日（
火
）

 

午
後
１
時
30
分
～

木
津
川
台
小
学
校
　
11
月
１
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～

相
楽
台
小
学
校
　
　
10
月
20
日（
金
）

 

午
後
２
時
～

梅
美
台
小
学
校
　
　
10
月
12
日（
木
）

 

午
後
１
時
～

州
見
台
小
学
校
　
　
10
月
31
日（
火
）

 

午
後
１
時
30
分
～

城
山
台
小
学
校
　
　
10
月
25
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～

加
茂
小
学
校
　
　
　
11
月
24
日（
金
）

 
午
後
２
時
～

恭
仁
小
学
校
　
　
　
11
月
30
日（
木
）

 

午
後
２
時
～

南
加
茂
台
小
学
校
　
11
月
９
日（
木
）

 

午
後
２
時
～

上
狛
小
学
校
　
　
　
11
月
28
日（
火
）

 

午
後
２
時
～

棚
倉
小
学
校
　
　
　
11
月
６
日（
月
）

 

午
後
２
時
～

※ 

受
付
は
開
始
30
分
前（
恭
仁
小
学
校
は
15

分
前
、棚
倉
小
学
校
は
１
時
間
前
）か
ら
お

こ
な
い
ま
す
。

■問
学
校
教
育
課
　
☎
75
‐
１
２
３
０

府
立
山
城
郷
土
資
料
館

企
画
展「
発
掘
さ
れ
た
京
都
の
歴
史
２
０
１
７
」

■時 

９
月
９
日（
土
）～
24
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■所 

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

　
文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な

話
題
を
提
供
し
、理
解
を
深
め
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
連
続
講
座
で
す
。

■時 

９
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■所 

山
城
郷
土
資
料
館

■講 

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

職
員

■￥ 

入
館
料（
２
０
０
円
、小
・
中
学
生
50
円
）

■問 

山
城
郷
土
資
料
館 

総
務
課
　
☎
86
‐
５
１
９
９

経
済
セ
ン
サ
ス 

基
礎
調
査
試
験
調
査

　
こ
の
試
験
調
査
は
、平
成
31
年
か
ら
実
施

予
定
の
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
の
実
施

計
画
の
策
定
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

・ 「
調
査
員
証
」を
身
に
付
け
た
調
査
員
が
、

調
査
対
象
事
業
所
の
活
動
状
態
を
確
認
し

ま
す
。

・ 

回
答
内
容
は
、統
計
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

利
用
目
的
以
外
で
の
使
用
は
し
ま
せ
ん
。

■問 
経
済
セ
ン
サ
ス 

基
礎
調
査
試
験
調
査
実
施

事
務
局

　
☎
０
１
２
０
‐
０
３
‐
０
０
１
７

　
総
務
課
　
☎
75
‐
１
２
０
０

市営住宅入居者 随時募集 先着
①第2中之島団地（木津川端地内）　1戸
　設　　備 プロパンガス、上水道、便所汲み取り
 部屋タイプ 3DK
 建設・構造 昭和50年度・コンクリートブロック造
 家　　賃 11,800円〜23,200円
②北団地（加茂町北広地内）　1戸
　設　　備 プロパンガス、上水道、公共下水
 部屋タイプ 5DK
 建設・構造 昭和47年度・鉄骨造
 家　　賃  15,800円〜30,100円
③小谷上団地（加茂町大野丑谷地内）　1戸
　設　　備 プロパンガス、上水道、公共下水
 部屋タイプ 4DK
 建設・構造 昭和53年度・鉄骨造
 家　　賃 16,800円〜33,000円

④小谷下団地（加茂町北小谷地内）　1戸
　設　　備 プロパンガス、上水道、公共下水
　部屋タイプ 4DK
 建設・構造 昭和51年度・鉄骨造
 家　　賃 17,100円〜33,600円
■対  市内に3か月以上お住まい又はお勤めで、次の条件などに該当する方
 ・住宅に困窮していること
 ・ 近畿圏2府4県に居住し、独立の生計を営む者で、入居者

の収入以上を有する連帯保証人が2人いること
 ・市税などを滞納していないこと
 ※ その他、収入基準などがあります。詳しくは、入居募集案

内をご覧ください。（施設整備課で配布します。）
■申  ・■問直接、施設整備課（☎79-0553)へ。（郵送不可）
■他・入居決定後、改修工事をおこない、完了後に入居となります。
 ・団地内ではペットは飼えません。
 ・家賃は収入によって変わります。
 ・①は浴槽などの設備は入居者負担です。
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市
の
資
源
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
木
津
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
「
総
合
戦
略
」
取
組
み
と
検
証

総
合
戦
略
と
は

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
で
は
、
柱
を
「
子
育
て
」、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
子
ど

も
育
マ
チ
・
き
づ
が
わ
い
い
」
と
し
、
６
つ
の
基
本
目
標
を
定

め
て
い
ま
す
。

６
つ
の
基
本
目
標

・ 

学
研
都
市
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
の
活
性
化
、
都

市
近
郊
農
業
の
振
興
・
活
性
化
、
企
業
誘
致
・
立
地
に
よ
る

雇
用
と
就
業
の
創
出

・ 

交
流
人
口
の
増
加
、
地
域
住
民
に
よ
る
「
地
域
活
性
化
・
観
光
」

の
展
開

・ 「
子
育
て
支
援
NO.
１
」
を
目
指
し
た
施
策
の
実
施

・ 

小
さ
な
拠
点
を
活
用
し
た
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
充
実

・ 

地
元
教
育
機
関
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化

・ 

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
、
取
り
組
も
う
と
す
る
人
材
の
支
援
・

創
出

重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

　
総
合
戦
略
の
進
捗
・
達
成
状
況
の
評
価
お
よ
び
適
切
な
見
直

し
・
改
善
を
お
こ
な
う
た
め
に
設
定
す
る
指
標
で
、
基
本
目
標

の
み
な
ら
ず
、
実
施
事
業
ご
と
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
取
組
検
証

　
平
成
28
年
度
は
、
総
合
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
観
光
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
人
材
の
創
出
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

　
取
組
内
容
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
比
較
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
は
、
検
証
を
お
こ
な
っ
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
推
進
委
員
会
（
学
識
者
、
公
募
委
員
、
そ
の
他
産
官

学
金
労
言
で
構
成
す
る
審
議
会
）
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ら
の
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
丁
寧
に
周
知
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
や
、
総
合
戦
略
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

事業施策名 事業概要 主な重要業績評
価指標（KPI） 目標 実績 達成率

農
みのり

で頑張る協議会
補助金

市内農業者やクリエイター及び学識経験者等
の感性、見識、コーディネート力をもって、
市内産品の新たな付加価値創造や地産地消を
通じた消費拡大の推進。

農産物のブラン
ド化（農で頑張る
協議会参加者数）

50事業者 61事業者 122%

木津川ブランド
推進事業

東京都板橋区大山商店街にて、「木津川市 フェ
ア」を開催、大丸京都店にて、「京の味めぐり・
技くらべ展」に出店。

みもろつく 
鹿背山里山学校

里地里山で自然に触れ、四季の移り変わりを
体験しながら里山環境を学習する里山学校の
開校。 里地里山保全活動

延べ参加者数 4,000人 4,450人 111%
鹿背山城跡用地調
査、史跡指定事業 鹿背山城跡の保全と史跡指定。

木津川アート事業

地域住民と連携し、アートボランティア団体
を組織し、山城地域の空き家や古民家などを
展示会場に活用し、全国若手芸術家による作
品展示。

木津川アート 
来場者数 9,000人 10,022人 111%

ふるさと応援事業
市内で頑張る個人・団体から、様々な知恵、
発想等を活かした提案を募集し、提案者が主
体となって取り組む事業に対し、補助金を交付。

ふるさと応援事業
実施延べ団体数 4団体 9団体 225%

お茶の京都DMO協議会
お茶の京都観光協議会

宇治市以南関係市町村による広域観光協議会
及びお茶の京都観光協議会への負担金。 観光消費額 21.6億円 22.55億円 104%

観光・交流ビジネ
ス戦略拠点の強化
日本茶の魅力普
及・消費拡大

上狛茶問屋街等の賑わい創出のため、キヅガ
ワゴンを制作、城山台フェスタの開催。地域
まつりにおける宇治茶ブースを設置及び啓発
ポスターを作成。

観光入込客数 95万人 98.7万人 104%

キヅガワゴン
フェスタ来場者数 1,000人 2,800人 280%

台感ニッポンへの 
宇治茶ブースの出展

台湾にて行われるイベントの日本ブースに宇
治茶ブースを出展し、海外からの観光客を誘客。 観光入込客数 95万人 98.7万人 104%ラッピング車両の

運行
JR西日本と連携し、関西本線にて「宇治茶」をテー
マにしたラッピング車両「山城列茶」を製作。

けいはんな学研都
市の都市ブランド
醸成による定住促
進事業

学研都市における企業の新事業への進出や事
業拡大の支援や産業集積を推進するため、文
化イベントやフォーラムを開催。

学研地区事業所
立地件数 24社 24社 100%

学研区域の未利
用産業用地割合 55.4% 40.7% 136%

きづがわスマート
ウェルネスシティ
プロジェクト

医療データや介護データなどから、現状分析や
将来の医療費予測及び施策効果などを解析し「見
える化」する健幸クラウドシステムの導入。

医療費抑制効果額 - - -

山背古道アナログ
遊びプロジェクト

デジタル機器を活用したアナログ遊びを導入し、
幅広い世代やインバウンドに対応した仕掛けづ
くりの構築。

観光消費額 21.6億円 22.55億円 104%

子どもと地域をつ
なぐ居場所づくり
事業

学校の空き教室を活用し、子どもたちへの学
習や指導及び会話できる居場所づくり事業及
び子育て支援ホームページを開設。

年少人口 12,600人 12,980人 103%

平成28年度　取組み内容と検証結果
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ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

中
央
体
育
館（
市
体
育
協
会
）　
※
火
曜
日
休
館

木
津
石
塚
１
４
７
　
☎
73
‐
２
３
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・�

主
催
者（
市
体
育
協
会
）で
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

・�

適
し
た
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

飲
み
物
、タ
オ
ル
を
準
備
す
る
な
ど
、体
調

に
は
気
を
付
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
な
ぎ
な
た
講
習
会

■時 

10
月
14
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■所 

相
楽
小
学
校
体
育
館

■講 

東 

美
智
子
　
氏（
京
都
な
ぎ
な
た
連
盟

会
長
）　
ほ
か

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
小
学
生
以

上
の
方

■￥ 

２
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

■申 

10
月
９
日
ま
で
に
中
央
体
育
館
へ
。

■問 

辻
井
　
☎
72
‐
０
６
８
９

■他 

な
ぎ
な
た
は
お
貸
し
し
ま
す
。

市
民
軟
式
野
球
大
会

■時 

10
月
８
日（
日
）　
午
前
９
時
～

　
※
予
備
日
　
10
月
15
日（
日
）

■所 

兜
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
方
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム

■￥ 

１
，５
０
０
円
／
チ
ー
ム

　（
代
表
者
会
議
で
徴
収
）

■申 

９
月
22
日
ま
で
に
中
央
体
育
館
へ
。

■問 

坂
田
　
☎
０
８
０
‐
３
０
０
６
‐
３
３
８
１

■他 

代
表
者
会
議
を
９
月
28
日（
木
）午
後
８

時
か
ら
庁
舎
北
別
館
で
お
こ
な
い
ま
す
。

第
22
回
市
民
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

第
18
回
市
民
交
流
大
会

　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
は
、子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■時 

10
月
15
日（
日
）

（
受
付
　
午
前
９
時
～
９
時
15
分
）

　
教
室
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
大
会
　
午
後
１
時
～
４
時

■所 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
小
学
４

年
生
以
上
の
方

■￥ 

２
０
０
円
　
※
当
日
徴
収

　 （
教
室
・
交
流
大
会
ど
ち
ら
か
参
加
で
も
２
０
０
円
）

■持 

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、タ
オ
ル

■申 

10
月
８
日
ま
で
に
中
央
体
育
館
へ
。

■他 

競
技
に
必
要
な
物
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。

■問 
河
口
　
☎
76
‐
５
３
３
８

第
11
回
市
民
ミ
ッ
ク
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■時 

10
月
15
日（
日
）　
※
予
備
日
10
月
22
日（
日
）

■所 

木
津
川
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
中
学
生

以
上
の
男
女
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※ 

試
合
に
は
常
時
女
性
が
１
人
以
上
出
場

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

チ
ー
ム
編
成
が
17
人
を
超
え
る
場
合
は
、

背
番
号（
16
番
～
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
番
～
15
番
・
30
番
は
協
会
で
用
意
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
代
表
者
会
議
で
徴
収
）

■申 

９
月
29
日
ま
で
に
中
央
体
育
館
へ
。

■問
藤
本
　
☎
０
９
０
‐
９
５
４
０
‐
１
２
２
４

■他 

10
月
６
日（
金
）午
後
８
時
か
ら
中
央
交

流
会
館（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）で
代
表
者
会

議
を
開
催
し
ま
す
の
で
代
表
者
は
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

第
35
回
京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン

大
会
ラ
ン
ナ
ー
募
集

■時 

平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）

■所 

草
内
木
津
川
運
動
公
園（
京
田
辺
市
）

■内 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

　
５
㎞
（
一
般
・
中
学
生
）、

　
３
㎞
（
小
・
中
学
生
、フ
ァ
ミ
リ
ー
）

■申 

10
月
１
日
か
ら
、参
加
費
を
持
参
し
直

接
、次
へ
。 

先
着

■問 

京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
京
田
辺
市
田
辺
深
田
15
）

　
☎
０
７
７
４
‐
65
‐
１
４
８
５

　

kizu@
river.sannet.ne.jp

■他
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
・ 

大
会
要
項
は
事
務
局
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽
部

～
古
城
を
訪
ね
て
～

■時 

９
月
10
日（
日
）　
午
前
９
時
～

■所 

木
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
集
合
　
※
雨
天
中
止

■対 

自
己
責
任
で
参
加
で
き
る
人

■内 

長
岡
京
市
に
あ
る
淀
城
と
勝
竜
寺
城
を

巡
り
ま
す
。自
転
車
道
を
ゆ
っ
く
り
走

っ
て
行
き
ま
す
。

■問 

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽
部

　
杉
野
　
☎
０
９
０
‐
９
９
８
４
‐
６
１
０
６

■他 

昼
食
代
な
ど
個
人
で
必
要
な
も
の
は
個

人
負
担
で
す
。

第
11
回
木
津
川
市
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
山
城
マ
ス
タ
ー
ズ
テ
ニ
ス
大
会（
男
女

ダ
ブ
ル
ス
）へ
の
出
場
者
を
推
薦
す
る
大

会
と
し
ま
す
。

■時
10
月
８
日（
日
）　
午
前
９
時
～

　
　 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス
・
Ｂ
ク
ラ

ス
、男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
10
月
15
日（
日
）　
午
前
９
時
～

　
　 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス
・
Ｂ
ク
ラ

ス
、女
子
シ
ン
グ
ル
ス

※
予
備
日
　
10
月
29
日（
日
）

■所 

市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
方
、市

テ
ニ
ス
協
会
員
お
よ
び
推
薦
登
録
者

※ 

Ｂ
ク
ラ
ス
は
、過
去
３
年
間
に
市
の
大

会
で
３
位
以
上
に
入
賞
し
た
方（
初
級

者
・
ミ
ッ
ク
ス
・
シ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア

大
会
を
除
く
。）は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

■￥ 

ダ
ブ
ル
ス
　
　
２
，０
０
０
円
、

　
シ
ン
グ
ル
ス
　
１
，５
０
０
円

■申 

９
月
22
日
ま
で
に
、出
場
種
目
、氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
を
記
載
し
、メ
ー
ル
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
市
テ
ニ
ス
協
会
　
藤
田

　

m
f3471@

yahoo.co.jp

　
fax

72
‐
０
７
７
９

　
☎
０
９
０
‐
５
６
６
１
‐
３
７
３
８

■他 

Ａ
ク
ラ
ス
で
上
位
２
組
は
、山
城
マ
ス

タ
ー
ズ
テ
ニ
ス
大
会
の
出
場
権
が
得
ら

れ
ま
す
。
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お
や
こ
森
の
よ
う
ち
え
ん
・
プ
レ 

体
験
説
明
会

　
園
舎
を
持
た
ず
に
、森
の
中
で
育
つ
育
児
ス

タ
イ
ル
を
体
験
で
き
ま
す
。

■時 
９
月
７
日
・
14
日（
木
）　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

■所 

鹿
背
山
地
域
お
よ
び
木
津
社
会
福
祉
協
議
会

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
組（
保
険
代
）

■申 ・
■問
メ
ー
ル
又
は
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
こ
そ
だ
て
マ
マnet
☆

　

km
am

anet@
gm

ail.com

　
☎
・
fax

94
‐
６
１
８
６

■共
鹿
背
山
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■他 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ス
ペ
ル
体
験
会

　
発
声
や
英
語
の
発
音
練
習
を
し
な
が
ら
、プ
ロ

の
ゴ
ス
ペ
ル
ピ
ア
ノ
で
歌
え
ま
す
。 

■時 

９
月
12
日
、10
月
17
日
、11
月
14
日（
火
）

■対 

ゴ
ス
ペ
ル
音
楽
に
関
心
の
あ
る
方

■所 

東
部
交
流
会
館 

■￥ 

１
，５
０
０
円
／
回 

※
初
回
体
験
　
１
，０
０
０
円

　
妊
婦
、０
歳
児
の
保
護
者
　
５
０
０
円 

■問 

こ
そ
だ
て
マ
マnet

☆
　
阪
上

　

km
am

anet@
gm

ail.com

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
　
き
づ
が
わ
ゴ
ス
ペ
ル

検
索

■他
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

剣
道
生
募
集
　
京
都
清
心
館

　
い
つ
で
も
見
学
・
体
験
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■時 

第
１
・
３
水
曜
日
、毎
週
土
曜
日

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■所 

木
津
川
台
小
学
校
体
育
館

■対 

幼
稚
園
児
、小
・
中
学
生
、大
人
の
方

■講
戸
川 

誠
二

■問 

藤
本
　
☎
73
‐
３
８
０
６

　

fjm
otofjm

oto@
gm

ail.com

木
の
津
講
談
席

■時
９
月
30
日（
土
）　
午
後
２
時
～

　（
開
場
　
午
後
１
時
30
分
～
）

■所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ「
人
と
木
」（
相
楽
城
ノ
堀
）

■内「
因
果
話
」（
小
泉
八
雲
作
） 

遊
花

　「
猛
妻
物
語
」　 

　
　
旭
堂
南
鈴

　
落
語「
金
明
竹
」　 

　
露
の
新
幸

　「
角
屋
船
の
由
来
」　 

旭
堂
南
啓

■￥
１
，０
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

■問
上
方
講
談
を
楽
し
む
会
　
☎
71
‐
０
３
０
５

よ
っ
と
い
で 
10
周
年
記
念
行
事
開
催

■時
９
月
９
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■内 

お
楽
し
み
交
流
会（
マ
リ
ン
バ
演
奏
、歌
、新

舞
踊
、太
鼓
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。）

■所
木
津
老
人
憩
い
の
家

■問
よ
っ
と
い
で
　
☎
72
‐
９
９
１
０

■他  

普
段
の
活
動
日
程
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

よ
っ
と
い
で

検
索

う
め
だ
に
カ
フ
ェ

簡
単
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　�

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス�

■時 

９
月
17
日（
日
）　
午
前
10
時
～ 

■￥ 

１
，０
０
０
円（
飲
み
物
付
）※
別
途
材
料
費
５
０
０
円

■定 

10
人 

先
着

フ
エ
ル
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ぁ
る
い
ポ
ー
チ�

■時 

９
月
19
日（
火
）　
午
前
10
時
～
、午
後
１
時
～ 

■￥ 

１
，０
０
０
円（
飲
み
物
付
）※
別
途
材
料
費
５
０
０
円

■講
フ
リ
＊
ス
カ（
フ
ェ
ル
ト
作
家
）

９
月
の
教
室
案
内（
い
ず
れ
も
見
学
可
）

・
華
道
教
室
　
山
村
御
流

　
■時 

９
月
18
日（
月
・
祝
）

　
■￥ 

受
講
料
１
，０
０
０
円

　（
別
途
お
花
代
１
，０
０
０
円
）

・
焼
き
物
教
室

　
■時 

９
月
９
日
・
30
日（
土
）

　
■￥ 

２
，３
０
０
円（
材
料
費
別
途
必
要
）

・
根
付
教
室

　
■時 

９
月
12
日
・
26
日（
火
）

　
■￥
体
験
３
，５
０
０
円（
本
柘
植
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
飲
み
物
付
）

■問 ・
■申
う
め
だ
に
カ
フ
ェ 

和
・
輪
・
ワ
ッ
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　
☎
０
８
０
‐
４
５
６
６
‐
９
５
５
５

山
城
地
域
消
費
生
活
リ
レ
ー
講
座
２
０
１
７

　
エ
シ
カ
ル
消
費
の
説
明
と
茶
香
服
で
地
産
地

消
を
学
び
ま
す
。

■時
９
月
21
日（
木
）　
午
前
10
時
～
正
午

■所
城
陽
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー（
城
陽
市
）

■定
20
人 

抽
選

■申 ・
■問
９
月
14
日
ま
で
に
城
陽
市
商
工
観
光
課

（
☎
０
７
７
４
‐
56
‐
４
０
１
８
）へ
。

町内会・自治会に加入しましょう
 自治会は、地域の皆さんがお互いに
支えあい、協力して、防災・防犯をはじ
め、さまざまな地域コミュニティの形
成に取り組んでいます。住みやすい街
をつくるために、自治会に加入し、積
極的にまちづくりに参加しましょう。

「広報きづがわ」に
広告を掲載しませんか？
　毎月約30,000部を発行し、市内の各世帯へ
お届けしている「広報きづがわ」に、広告を掲
載しませんか？
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、
学研企画課まで問い合わせてください。

fax
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掲
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ペ
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福
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ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・
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と
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Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ  

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｅ
ｎ 

１
ｓ
ｔ
．

　
９
月
は
、「
月
」の
番
組
を
毎
週
土
曜
日
に
上

映
！
18
日
の「
敬
老
の
日
バ
―
ジ
ョ
ン
」キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
は
、記
念
に
ど
う
ぞ
。

■時 ･

■内
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
・
９
月
16
日（
土
）　
　
バ
ッ
ト
ポ
ラ
ラ
イ
ザ
ー

　
・
９
月
17
日（
日
）　
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
レ
ジ
ン

　
・
９
月
18
日（
月･
祝
）  
レ
ジ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
・
９
月
23
日（
土
・
祝
）　
グ
ラ
ス
ス
コ
ー
プ

　
・
９
月
24
日（
日
）　
　
お
た
の
し
み
工
作

■対  

週
末
工
作
　  

小
・
中
学
生
の
み

　
ロ
ビ
ー
工
作
　
幼
児
も
参
加
可

　
※
保
護
者
同
伴 

先
着

■問  

き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
　
☎
71‐
３
１
８
０

■他
・
月
・
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
、そ
の
翌
日
）は
休
館
。

　
・
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
散
歩

～
瓶
原
の
彼
岸
花
を
愛
で
る
～

■時
９
月
16
日（
土
）

　
午
前
９
時
15
分
　
加
茂
駅
西
口
集
合

　
午
後
０
時
30
分
　
解
散

■内 

加
茂
駅
→
船
屋
通
り
→
加
茂
浜
→
恭
仁
大
橋

→
河
原
恵
美
須
神
社
→
恭
仁
神
社
→
猫
坂
→

恭
仁
宮
跡
→
加
茂
駅

■￥
２
０
０
円（
運
営
協
力
金
）

■持
帽
子
、飲
み
物
な
ど

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
案
内
・
か
も

　
☎
76
‐
３
９
８
９

■他 

降
水
確
率
60
％
以
上
で
翌
日
に
延
期
し
ま

す
。 ふ

る
さ
と
案
内
・か
も

検
索

け
い
は
ん
な
市
民
雑
学
大
学 

第
１
０
６
回
講
座

植
物
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

�

～
植
物
の
こ
と
ば
・
感
覚
・
知
性
～

■時 

９
月
23
日（
土
・
祝
）　
午
後
２
時
～
４
時

■講
栗
岡 

豊
　
氏

　（
電
気
情
報
通
信
学
会
・
会
員
）

■所 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
４
階「
こ
す
も
す
ホ

ー
ル
」

■￥ 

１
０
０
円

■定 

60
人 

先
着

■他 

講
座
終
了
後
、懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。

　（
参
加
自
由
）

■問 

渡
辺
　
☎
０
９
０
‐
７
８
８
０
‐
６
７
８
７

自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト 

「
鹿
背
山
お
や
こ
森
のkich

i

」 
半
年
会
員
＆
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
家
族
で
豊
か
な
森
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
毎
月
、満
員
御
礼
の
森kichi

は
、９
月
か
ら

半
年
会
員
制
を
開
始
し
ま
す
。

　
同
時
に
、子
ど
も
と
自
然
が
大
好
き
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。

■時
10
月
～
平
成
30
年
３
月
の
第
３
土
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■所 

加
茂
町「
鹿
背
山
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」里
山

保
全
地
区
内

■定
10
組 

抽
選

■￥ 

親
子
２
人
　
３
，０
０
０
円（
保
険
代
込
、食
費
別
）／
月

　
※
３
人
目
以
上
は
１
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
追
加
。

■他
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■主
・
■申
き
づ
が
わ
子
育
てinfo.

　
☎
０
９
０
‐
９
９
８
７
‐
１
０
４
０

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
茶
い
く
る
ラ
イ
ン

in
京
都
や
ま
し
ろ
２
０
１
７

　
当
日
は
、通
行
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、約
４

０
０
人
の
参
加
者
が
自
転
車
で
走
行
し
ま
す
。ご

理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■時 

９
月
17
日（
日
）　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■内 

木
津
川
運
動
公
園（
城
陽
市
）を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
と
し
、府
南
部
地
域「
お
茶
の
京
都
エ
リ

ア
」を
巡
り
ま
す
。市
内
で
は
、山
城
支
所
、泉
大

橋
、浄
瑠
璃
寺
前
、恭
仁
大
橋
な
ど
を
概
ね
午
前

７
時
30
分
～
10
時
30
分
頃
に
通
過
し
ま
す
。

■主 

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
茶
い
く
る
ラ
イ
ン
実
行
委
員
会

■問 

山
城
広
域
振
興
局 

☎
21
‐
２
１
０
３

　当
尾
の
郷
ま
つ
り

■時
10
月
１
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■所
当
尾
の
郷
会
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
、体
育
館

■内 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、古
布
を
リ
メ
イ
ク「
も

っ
た
い
な
い
会
」、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク「
コ
ッ
ト

ン
の
詩
」に
よ
る
手
作
り
雑
貨
の
販
売
、当
尾

で
育
っ
た
野
菜
の
販
売

■問
当
尾oh!B

aaaaaZ

　
☎
76
‐
５
４
８
５

■他
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

木
津
川
市
パ
ソ
コ
ン 

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
サ
ロ
ン

■内 

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な

相
談（
無
料
）を
２
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

■時 

①
９
月
５
日（
火
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
②
９
月
21
日（
木
）　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■所 
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
加
茂
女（
南
加
茂
台
４
‐
15
‐
６
）

　
② 
山
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
苑
　

■問 

宗
形 
☎
86
‐
４
３
２
０
　
柴
田 

☎
86
‐
３
４
１
９

　

yam
ashiro88@

yahoo.co.jp

納税のお知らせ

便利な口座振替を利用してください。
■問税務課 ☎75-1203

国民健康保険税
…第4期…10月2日（月）

＼オープン１周年／

おやこスタジオ peekaboo
9/1　フォトスタジオ　はじめます
＊おやこの日常を残しませんか＊

ベビーマッサージ教室、ママのため
のカメラ教室、離乳食教室も開催中！

助産師カメラマン 岡田 貴子　☎ 080-3808-7085
木津川市木津南垣外 118-3　井関ビル 201 号室

（木津川市役所から徒歩１分）



322017.9 広報

森登記測量事務所

森登記測量事務所 検索

土地家屋調査士

木津川市木津清水 27 番地 17お気軽に
お電話
下さい !

☎

■　土地・建物の登記・測量　■
■　境界に関するご相談　■

森　 理 運

藤 原 義 明

税理士・社労士

藤 原 庸 貴
大 倉 　 康

プラネタリウム・ジャズ・コンサート
■時  9月24日（日） 午後2時〜
■内  満天の星の下、数々の名曲をお楽しみください。
■定  60人 ■対  中学生以上
■￥  大人 500円 中学生・高校生 300円
■出サックスグループ〈NEW SAXY TONES〉

9月17日・24日（日）は、イベントのため
一般投影は中止します。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。

■申・■問加茂プラネタリウム館 ☎76-7645 （休館日 月・木曜日 ※祝日の場合その翌日休館）

福ちゃんの工作アワー〈スピカ望遠鏡工作〉
■時  10月1日（日） 午前9時30分〜10時30分
■内  10月2日は望遠鏡の日です。月のクレーターを観測で

きる〈スピカ望遠鏡〉を作ろう！
■定  10人 ■対  小学生以上 ■￥  2,000円（材料費） ■講福井 忠
■他  保護者同伴、未就学児はご遠慮ください。
プラネでえほん
■時  10月6日（金） 午前10時30分〜
■内  ドームに絵本を映し出し、読み聞かせをします。
 赤ちゃんが遊べるフリースペースもあります。
■定  50人 ■対  年齢制限はありませんが3歳までの内容です。
■￥  大人200円
■他保護者同伴でお越しください。

加茂プラネタリウム館 検索

１
階

①市民課�����������������������������☎75-1210
shimin@city.kizugawa.lg.jp

②国保年金課���������������������☎75-1214
kokuho@city.kizugawa.lg.jp

③こども宝課���������������������☎75-1212
kosodate@city.kizugawa.lg.jp

④社会福祉課���������������������☎75-1211
fukushi@city.kizugawa.lg.jp

⑤くらしサポート課���������☎79-0307
kurashi@city.kizugawa.lg.jp

⑥会計課�����������������������������☎75-1218
kaikei@city.kizugawa.lg.jp

２
階

①文化財保護課�����������������☎75-1232
bunkazai@city.kizugawa.lg.jp

②社会教育課���������������������☎75-1233
shakaikyoiku@city.kizugawa.lg.jp

③学校教育課���������������������☎75-1230
gakko@city.kizugawa.lg.jp

④税務課�����������������������������☎75-1203
zeimu@city.kizugawa.lg.jp

⑤まち美化推進課������������☎75-1215
machibika@city.kizugawa.lg.jp

　クリーンセンター建設推進室����☎75-1226
clean-center@city.kizugawa.lg.jp

２
階

⑥健康推進課���������������������☎75-1219
kenko@city.kizugawa.lg.jp

⑦高齢介護課���������������������☎75-1213
kaigo@city.kizugawa.lg.jp

３
階

①危機管理課���������������������☎75-1206
kikikanri@city.kizugawa.lg.jp

②人権推進課���������������������☎75-1217
jinken@city.kizugawa.lg.jp

③行政委員会事務局���������☎75-1208
gyosei@city.kizugawa.lg.jp

④指導検査課���������������������☎75-1224
shido@city.kizugawa.lg.jp

⑤施設整備課���������������������☎79-0553
shisetsu@city.kizugawa.lg.jp

⑥建設課�����������������������������☎75-1223
kensetsu@city.kizugawa.lg.jp

　まちづくり事業推進室����☎75-1225
machizukuri@city.kizugawa.lg.jp

⑦都市計画課���������������������☎75-1222
tokei@city.kizugawa.lg.jp

　木津北地区保全推進室����☎75-1222
kizukita@city.kizugawa.lg.jp

⑧管理課�����������������������������☎75-1221
kanri@city.kizugawa.lg.jp

⑨総務課�����������������������������☎75-1200
somu@city.kizugawa.lg.jp

４
階

①農政課�����������������������������☎75-1220
nosei@city.kizugawa.lg.jp

②観光商工課���������������������☎75-1216
kanko@city.kizugawa.lg.jp

４
階

　企業立地推進室������������☎75-1216
kigyo@city.kizugawa.lg.jp

③人事秘書課���������������������☎75-1234
hisho@city.kizugawa.lg.jp

④財政課�����������������������������☎75-1202
zaisei@city.kizugawa.lg.jp

　行財政改革推進室���������☎75-1202
gyokaku@city.kizugawa.lg.jp

⑤学研企画課���������������������☎75-1201
kikaku@city.kizugawa.lg.jp

５
階
議会事務局�������������������������☎75-1240

gikai@city.kizugawa.lg.jp

出
先
機
関
な
ど

加茂支所（代表）���������������☎76-3611

加茂支所�����������������������������☎76-8501
kamo@city.kizugawa.lg.jp

山城支所（代表）���������������☎86-2300

山城支所�����������������������������☎86-6600
yamashiro@city.kizugawa.lg.jp

西部出張所�������������������������☎72-6770

水道業務課�������������������������☎75-1250
suidogyomu@city.kizugawa.lg.jp

水道工務課�������������������������☎75-1251
suidokomu@city.kizugawa.lg.jp

下水道課�����������������������������☎75-1252
gesui@city.kizugawa.lg.jp

市役所の各課・各部署に電話される際は、電話番号を確認して、かけてください。
開庁日の午前8時30分〜午後5時15分は各課ダイヤルインへ、それ以外の時間は市役所代表（☎72-0501）へ電話してください。

市役所担当課
ダイヤルイン・メールアドレス

市役所担当課
ダイヤルイン・メールアドレス

市役所
　　☎ 72-0501（代表）
　 fax 72-3900（総務課）
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日

学研企画課　☎75-1201　fax 75-2701

「広報きづがわ」は、市内の区・自治会などにご協力いただき、
す。届いていない場合は、連絡してください。目の不自由な方には、広報をカセットテープで聞くことができる「声の
広報」、点字で読むことができる「点字広報」を用意しています。詳しくは、学研企画課まで問い合わせてください。

毎月１日から５日の間に各世帯に配布していま

人
権
・
行
政
相
談

■時
午
後
１
時
～
４
時

　
・
９
月
12
日
㈫
　
木
津
人
権
セ
ン
タ
ー

　
・
９
月
19
日
㈫
　
山
城
支
所
別
館

■問
・
人
権
推
進
課
　
☎
75-

１
２
１
７

　
・
総
務
課
　
　
　
☎
75-

１
２
０
０

社
協
法
律
相
談（
１
人
１
回
／
年
度
）��

要
予
約

■時
９
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■所
木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■申 
相
談
月
の
１
日（
土
・
日
曜
日
、祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
次
へ
。

■問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
71-

９
５
５
９

社
協
心
配
ご
と
相
談

■時
午
後
１
時
30
分
～
４
時

・
９
月
１
日
㈮
　
山
城
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
月
６
日
㈮
　
木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■問
山
城
支
所
　
☎
86-

４
１
５
１

　
木
津
支
所
　
☎
72-

５
５
３
２

年
金
相
談
　
要
予
約

■時
９
月
27
日
㈬
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所
庁
舎
北
別
館

■問
京
都
南
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
５-

６
４
３-

２
６
２
０

児
童
相
談
所
全
国
ダ
イ
ヤ
ル

■問
☎
１
８
９（
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
）

健
康
相
談
　
要
予
約

■問
健
康
推
進
課
　
☎
75-

１
２
１
９

筋
・
神
経
系
難
病
専
門
医
相
談
　
要
予
約

■時
９
月
26
日
㈫
　
午
後
１
時
～
５
時

■所
・
■問
山
城
南
保
健
所
　
☎
72-

０
９
８
１

女
性
相
談

■時
毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

■所
・
■問
女
性
セ
ン
タ
ー
　
☎
72-

７
７
１
９

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
相
談
窓
口
で
す
。

■時
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
。）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75-

１
２
１
３

障
害
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口

就
労
支
援
の
相
談
窓
口
で
す
。

■時
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
。）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■問
社
会
福
祉
課
　
☎
75-

１
２
１
１

身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談
会

■時
９
月
21
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■所
市
役
所
３
階「
会
議
室
３-

１
」

■問
社
会
福
祉
課
　
☎
75-

１
２
１
１

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

■時
水
・
金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■所
中
央
図
書
館「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
」

■他
同
日
に
、電
話
相
談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

　
☎
72-

２
６
５
０
　

■問
学
校
教
育
課
　
☎
75-

１
２
３
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度

　
解
雇
・
雇
止
め
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、公

平
・
中
立
な
立
場
で
円
満
に
解
決
し
ま
す
。

■問
京
都
府
労
働
委
員
会

　
☎
０
７
５-
４
１
４-

５
７
３
３

①
交
通
事
故
相
談
　
②
人
権
相
談

■時
①
９
月
14
日
㈭
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
②
９
月
21
日
㈭
　
午
後
１
時
～
４
時

■所
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

■問
木
津
地
域
総
務
室
　
☎
72-
０
０
５
１

税
理
士
相
談
　
要
予
約
・
無
料

■時
９
月
６
日
、10
月
４
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■問
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局

　
☎
64-

６
６
５
０

社
会
福
祉
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
　
相
談
会

■時
９
月
２
日
、10
月
７
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
。）

■所
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

■問
京
都
社
会
福
祉
士
会

　
☎
０
９
０-

４
４
９
８-

４
６
８
９

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

■時
10
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所
京
都
地
方
法
務
局（
京
都
市
上
京
区
）

■申
・
■問
９
月
11
日
～
29
日
に
次
へ
。

　
京
都
地
方
法
務
局

　
☎
０
７
５-

２
３
１-

０
１
４
８

消
費
生
活
相
談

■時
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■所
相
楽
会
館（
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣
）

■問
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
72-

９
９
５
５

「
く
ら
し
と
し
ご
と
」の
相
談
窓
口

■時
・
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課

　
・
第
２
水
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
山
城
支
所
別
館

　
・
第
３
水
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
加
茂
支
所

■他
正
午
～
午
後
１
時
、閉
庁
日
を
除
く
。

■問
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課
　
☎
79-

０
３
０
７

弁
護
士
の
法
律
相
談
　
要
予
約

■時
火
曜
日
　
午
後
１
時
～
５
時

■所
東
部
交
流
会
館

■￥
５
，４
０
０
円
／
40
分

■他 

収
入
や
資
産
の
少
な
い
方
は
、相
談
料
は

無
料
で
す
。

■問
京
都
弁
護
士
会

　
☎
０
７
５-

２
３
１-

２
３
７
８

介護付有料老人ホーム 9月1日（金）～10日（日）

近鉄高の原駅からのタクシー代をご用意します。

・看護師24時間常駐�・手厚い介護体制
・協力医療機関との連携

の皆様へ

AM9：00～PM5：00http://www.hcm-suncity.jp

ランチ付見学会［要予約］
相談しやすい法律事務所

近鉄奈良駅徒歩５分
駐車場完備・時間応相談

弁護士 〈奈良弁護士会所属〉

〈奈良弁護士会所属〉
奈良市登大路町 11－1 登大路プラッツ３階

各種訴訟経験豊富

松本　�浩志
板野　�陽一

☎ 0742-20-6686

弁護士

松本・板野法律事務所
初回相談30分無料

まずはお気軽に
ご相談ください

松本板野法律事務所 検 索
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Ａ地区①② Ｂ地区①② Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区
金曜 水曜　 月曜 月曜 火曜 火曜 水曜

地区別収集区域表（燃やすごみ以外）

ビニール・プラスチック容器包装（レジ袋・食品カップ・卵ケースなど）

月・木曜　

火・金曜

水・土曜

観音寺、大野、法花寺野、北新町の一部、中新町の一部、
南町、西町、中町、東町（駅西2含む）、中森、岡崎の一部、
河原、南加茂台1・8・9・12・14丁目、プレステマンション

二本松、高田、北新町の一部、中新町の一部、南新町（駅
西1・駅東1の一部含む）、兎並、兎並西（駅東4含む）、山
ノ上、北、小谷上、小谷下、山田、当尾地区全域、南加茂
台3・4・5・6・10・15丁目

里、銭司、井平尾、岡崎の一部、西、東、登大路、仏生寺、
口畑、奥畑、駅東1・2・3（プレステマンションを除く）、
南加茂台1丁目の一部・2・7・11・13丁目

Ａ地区①②
Ｂ地区①②
Ｃ地区・Ｄ地区

Ｅ地区・Ｆ地区
Ｇ地区

第4月曜
第2月曜
第4月曜

第4火曜
第1月曜

燃やすごみ（生ごみ・木くず・紙くずなど）

燃やさないごみ（ビン・かん・陶器類・蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ（ビデオテープ・歯ブラシ・靴など）

燃やすごみ 新聞・雑誌・段ボール
古着・雑がみ

燃やさないごみ
（ビン、かん、陶器類、蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ
（ビデオテープ、歯ブラシ、靴など）

Ａ地区（第2・4水曜）
Ｂ地区（第2・4木曜）

0
0

（注）収集日は同じ日ですが、必ず別々の袋に入れて出してください。

Ａ地区（上狛北部・上狛南部）
Ｂ地区（綺田・平尾・椿井・北河原・神童子）

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

ビニール・プラスチック容器包装
（レジ袋、食品カップ・卵ケースなど）

山城区域全域　月曜日

区　域

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ 地 区

Ｄ 地 区

Ｅ 地 区

Ｆ 地 区

Ｇ 地 区

地　　　　　　　区
南加茂台4・6・8・9丁目
南加茂台12・13・14・15丁目
南加茂台1・2・3・5丁目
南加茂台7・10・11丁目
井平尾、岡崎、河原、西、東、登大路、
仏生寺、口畑
里、二本松、観音寺、大野、法花寺野、南加茂台1丁目の一部
新町（駅西1、駅東1の一部を含む）、南町、西町、
中町、東町（駅西2含む）、中森、兎並、山ノ上、北
兎並西（駅東4含む）、駅東1・2・3、小谷
上、小谷下、銭司、山田、奥畑
高田、当尾地区全域

①
②
①
②

※キャップ・ラベルは外して出してください。

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

Ａ地区①②（第2・4木曜）
（第1・3月曜）Ｂ地区①②

Ｃ地区（第2・4水曜）
Ｄ地区（第2・4木曜）
Ｅ地区（第2・4金曜

（第2・4火曜
）
）Ｆ地区

Ｇ地区（第1・3木曜）

Ａ地区①②
Ｂ地区①②（第1・3木曜）

（第1・3火曜）

Ｃ地区（第1・3木曜）
Ｄ地区（第1・3木曜）
Ｅ地区（第1・3金曜）
Ｆ地区（第1・3金曜）

（第2・4月曜）Ｇ地区

※詳しくは、「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

※詳しくは、
「ごみ収集カレンダー」を
ご覧ください。

※「ごみ収集カレンダー」及び「ごみの分別と出し方ガイドブック」は、市ホームページに掲載しています。

※

ペットボトル

に決められた場所へ出してください。ごみは、決められた日の、

※ア地区：綺田・平尾（鳴子川から北）
　イ地区：上狛北部・上狛南部
　　　　　北河原・椿井・神童子
　　　　　平尾（鳴子川から南）

①地区 ②地区

④地区 ⑤地区

③地区

⑥地区

①地区（上狛南部・国道24号から西側・国道163号から南側）
②地区（上狛北部・国道24号から東側）
③地区（椿井・北河原・南平尾（鳴子川から南））
④地区（南平尾（鳴子川から北）・神童子）
⑤地区（北平尾・南綺田（不動川から南））
⑥地区（南綺田（不動川から北）・北綺田）

飲料用紙パック…中を洗って、切り開き、乾かしてください。
ペットボトル　…キャップとラベルは外して出してください。

山城区域全域　第3水曜日

Ａ地区① Ａ地区② Ｂ地区① Ｂ地区② Ｃ地区

Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区

に決められた場所へ出してください。ごみは、決められた日の、

9月13日・27日　10月11日
9月14日・28日　10月12日

ア地区（9月21日、毎月第3木曜日）
イ地区（9月15日、毎月第3金曜日）

11月25日（土）9月9日（土） 9月23日（土）

10月14日（土）10月28日（土）11月11日（土）

11月16日（木）10月20日（金）11月24日（金）11月14日（火）

10月10日（火）10月31日（火）10月16日（月）10月13日（金）10月19日（木）

10月12日
10月 2 日
10月11日
10月12日
10月13日
10月10日
10月 5 日

9月14日・28日
9月 4 日・18日
9月13日・27日
9月14日・28日
9月 8 日・22日
9月12日・26日
9月 7 日・21日

10月 3 日
10月 5 日
10月 5 日
10月 5 日
10月 6 日
10月 6 日
10月 9 日

9月 5 日・19日
9月 7 日・21日
9月 7 日・21日
9月 7 日・21日
9月 1 日・15日
9月 1 日・15日
9月11日・25日
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掲
載
ペ
ー
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福
祉
と
暮
ら
し

健

康
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境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

市　　役　　所
女 性 セ ン タ ー
リサイクル研修ステーション
西 部 交 流 会 館
東 部 交 流 会 館
京都府木津総合庁舎駐車場前倉庫内
以上施設開所日のみ設置
スーパー中村屋（木津店）

スーパー中村屋
※ペットボトルのみ

（梅美台店）

城　　酒　　店
イ ワ ウ チ 酒 店
JA京都やましろ木津支店
アルプラザ（木津店）
ハーベス（木津川台店）
イオン高の原店（西側入口）
サンディ（木津店）
フレンドマート（木津川店）
フレスコ（木津駅前店）

以上営業日のみ設置

飲料用紙パック
ペットボトル
回収容器常設場所

Garbage Collection

第1火曜
第2火曜
第3火曜
第4火曜

Ａ地区・Ｄ地区
Ｂ地区・Ｃ地区・Ｋ地区
Ｅ地区・Ｈ地区・Ｉ地区
Ｆ地区・Ｇ地区・Ｊ地区

燃やさないごみ
Incombustible

ビニール・プラスチックごみ
Plastic and Vinyl

（第1・3火曜） 
（注）必ず、別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック
Paper cartons
※中を洗って、切り開き、

乾かしてください。

古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth

ペットボトル
Plastic bottles

※キャップとラベルは外し
て出してください。

拠点回収

拠点回収

決められた場所へ出してください。

Permanent collection points for paper cartons/
Plastic bottles
We regret that due to lack of space, no details in English are
available. Please  ask  your  neighbors and/or the Kizugawa
city office  for  information regarding collection points. 

ビン・かん・陶器類・蛍光灯など
（Bottles, cans, pottery etc.）

ビデオテープ・歯ブラシ・靴など
（Video tapes, tooth brushes etc.）

Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth must
each be  sorted  out  separately.
These items should be recycled and not be treated as combustible waste.

梅美台公園南側歩道

黄葉公園
も み じ

第3月曜日

まち美化推進課 75-1215

ビニール・プラスチック容器包装
Plastic casing / wrapping

Ｂ地区

（Mon.）

Ｃ地区

木曜
（Thu.）

Ｄ地区

水曜
（Wed.）

Ｅ地区

水曜
（Wed.）

Ｆ地区

月曜
（Mon.）

Ｈ地区

（Tue.）

Ｉ地区

火曜
（Tue.）

Ｊ地区

金曜
（Fri.）

Ｋ地区

火曜
（Tue.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

月曜

Ｇ地区

金曜
（Fri.）

火曜

収集でき
ないごみ

タイヤ・廃油・バッテリー・農薬・劇物・消火器などの
処理は購入店または専門業者に相談してください。

レジ袋・食品カップ・卵ケースなど
Grocery bags,Food containers,Egg cartons etc.

Please note that we are unfortunately not able to accept
dangerous materials, chemicals, car-batteries, tires or oil etc. These
items should be taken to the store from which you bought them.

燃やすごみ
Combustible

生ごみ・木くず・紙くずなど
Kitchen waste, dust etc.

Ａ地区
Ｂ地区（第1・3木曜）

（第1・3月曜）
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区（第2・4土曜）

（第2・4月曜）

Ｆ地区（第2・4木曜）
（第2・4火曜）Ｇ地区

Ｈ地区（第1・3金曜）
Ｉ地区（第2・4水曜）
Ｊ地区（第1・3水曜）
Ｋ地区（第2・4金曜）

※詳しくは、
「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

第1木曜日

粗大ごみ
Oversized Garbage

※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

机・自転車・ストーブ・タンスなど
Desk, bicycle, stove, chest  etc.

古紙類…新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなどは完全リサイ
クルされます。「燃やすごみ」として収集されません。各地域
で、定められた場所にきちんと出してください。

城山台小学校

城山台小学校

English instructions are available at Kizugawa City Hall.

古紙類をリサイクルすることで燃やすごみの量を減らす
ことができます。
古紙類集団回収事業
古紙類等の集団回収にご協力ください。
集団回収で古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
を収集された場合、補助金（予算範囲内）を支払います。
※収集業者によって回収品目が異なることがあります。

詳しくは、各収集業者に問い合わせてください。
Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区

Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区 Ｈ地区

Ｉ地区 Ｊ地区 Ｋ地区

に決められた場所へ出してください。ごみは、決められた日の、

9月14日（木）11月23日（木）10月30日（月）

10月3日（火） 9月23日（土） 9月28日（木） 11月9日（木）

11月30日（木）10月14日（土）10月28日（土）11月7日（火）

10月 3 日
10月 5 日
10月 9 日
10月 2 日
10月14日
10月12日
10月10日
10月 6 日
10月11日
10月 4 日
10月13日

9月 5 日・19日
9月 7 日・21日
9月11日・25日
9月 4 日・18日
9月 9 日・23日
9月14日・28日
9月12日・26日
9月 1 日・15日
9月13日・27日
9月 6 日・20日
9月 8 日・22日



ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

木
津
川
市
を
創
る
す
べ
て
の
絆
［
第
六
十
一
回
］

今月の　　　 と木津川人キラッ

田
村 

佳
代

　さ
ん

昨
年
開
催
さ
れ
た
木
津
川

ア
ー
ト
２
０
１
６
の
市
民
企

画
で
公
演
さ
れ
た「
上
狛
キ
ャ

ッ
ツ
」を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う

か
。上

狛
地
域
の
お
茶
の
歴
史
を
、

猫
の
視
点
で
描
い
た
も
の
だ
が
、

今
回
は
、そ
の
舞
台
を
上
演
し

た〝
劇
団
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
〟で
演

出
を
お
こ
な
う
田
村
佳
代
さ

ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

猫
の
視
点
で
描
く
と
い
う
の
は
田
村
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
だ

そ
う
だ
が
、ど
の
よ
う
に
し
て
思
い
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
市
民
企
画
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま

っ
て
か
ら
、初
め
て
上
狛
地
域
を
歩
い
た
ん
で
す
。ぶ
ど
う
畑

の
風
景
を
見
た
り
、お
話
を
聞
い
た
り
、お
茶
の
匂
い
を
感
じ

た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、『
人
間
を
通
し
て
語
る
も
の
じ
ゃ
な

い
』と
感
じ
ま
し
た
。

上
狛
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
も『
こ
こ
か
ら
世
界
へ
お
茶

が
発
信
さ
れ
た
ん
だ
』と
仰
っ
て
い
て
、そ
の
長
い
歴
史
を
ど

う
表
現
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
て
、猫
の
視
点
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
猫
が
見
聞
き
し
た
話
を
、そ
れ
ぞ
れ
に
語
っ

て
、１
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
す
れ
ば
面
白
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
」と
語
る
。

「
実
は
、猫
は
当
時
、畑
を
荒
ら
す
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
、あ
え
て
そ
の
猫
を
使
っ

て
、皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
う
上
狛
の
ま
ち
を
描
こ
う
と
思

い
ま
し
た
」と
、田
村
さ
ん
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。

そ
ん
な
上
狛
の
ま
ち
は
、田
村
さ
ん
の
目
に
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
初
め
て
歩
い
た
と
き
は
、時
間
帯
も
あ
っ
て
か
、人
が

少
な
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
」と
笑
う
。

「
で
も
、の
ど
か
で
、風
景
も
綺
麗
で
す
し
、何
よ
り
、住

ん
で
い
る
方
の
温
か
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。舞
台
当
日
も
、

あ
ん
な
に
多
く
の
方
が
来
て
く
だ
さ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、盛
り
上
が
っ
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

手
を
握
っ
て
、ま
た
来
て
ね
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い

て
、胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
」と
続
け
た
。

誰
に
で
も
気
さ
く
に
話
し
か
け
、取
材
に
も
快
く
応
じ
て

く
だ
さ
っ
た
田
村
さ
ん
だ
が
、な
ん
と
、先
日
開
催
さ
れ
た

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
国
際
演
劇
祭
２
０
１
７
で
、約
１
０
０
組
の

中
か
ら
選
ば
れ
る「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ピ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
」と

「
最
優
秀
コ
メ
デ
ィ
賞
」を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
そ
う
だ
。

「
自
分
が
一
番
び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ
。で
も
素
直
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
」と
笑

う
。「舞

台
を
し
て
い
て
、

し
ん
ど
い
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、出
会
っ
た
人
の

言
葉
や
想
い
、そ
れ
こ
そ

上
狛
で
話
し
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
涙
と
か
、そ
う

い
う
も
の
を
見
る
た
び
、

続
け
て
い
こ
う
と
思
え
る

ん
で
す
。楽
し
み
に
し
て
く

れ
た
り
、信
じ
て
く
だ
さ
る

方
を
裏
切
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

難
し
い
状
況
の
中
で
も
、

そ
の
と
き
に
で
き
る
最
高

の
も
の
を
作
り
上
げ
た
い

と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
田
村
さ
ん
に
、こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
聞
き
し
た
。

「
木
津
川
市
に
関
し
て
言
う
と
、友
好
都
市
の
サ
ン
タ
モ

ニ
カ
の
方
と
、上
狛
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
り
た
い
で

す
。言
葉
じ
ゃ
な
く
て
、文
化
交
流
が
で
き
れ
ば
良
い
な
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、ア
ー
ト
や
劇
団
と
い
う
と
敷
居
が
高
い
よ
う
に

感
じ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、生
で
見
る
機
会
が
少

な
い
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。こ
う
い
う
機
会
が
増
え
て
、

も
っ
と
気
軽
に
ア
ー
ト
や
舞
台
を
見
に
来
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

芸
術
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
し
難
し
そ
う
だ
と
考
え
が

ち
だ
が
、食
わ
ず
嫌
い
を
せ
ず
に
、一
歩
踏
み
出
し
て
み
る

と
、楽
し
い
世
界
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

田
村
さ
ん
が
座
長
を
務
め
る
劇
団
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
は
、10

月
８
・
９
・
14
・
15
日
に
、上
狛
地
域
の
上
狛
キ
ャ
ッ
ツ
特
設

劇
場
で
公
演
予
定
だ
。ま
た
、11
月
３
日
に
恭
仁
宮
跡
で
開

催
さ
れ
る
お
茶
の
京
都
イ
ベ
ン
ト
で
の
上
演
も
決
定
し

た
。こ
の
機
会
に
、一
度
足
を
運
ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

ど
ん
な
時
も
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を

ガ
　   

　
ン
　  

　
ボ
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受賞時の様子

劇団GUMBO上演中の様子

上狛キャッツ映画撮影の様子

撮影／中村 岳

撮影／ Sue Brenner

撮影／ Sue Brenner


